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第1章 は じ め に

ネットワ ー ク上で の 動画など の ストリ ー ミ ン グ配信に は 、 ストリ ー ミ ン グ専用の サー バ を 用意 す る こ と が

通常で す (ウ ェブ サー バ 上に 置く だ け の 方法も あ り ま す が 、 色々 と 問題が あ り ま す )。

ストリ ー ミ ン グ配信サー バ に は 、 主なも の で 以 下の も の が 上げ ら れ ま す 。

1. Apple社 QuickTime Streaming

Apple社の QuickTime フ ォー マ ットを 配信す る サー バ ソフ トで す が 、 同時に Darwin と い う フ リ ー で

配布さ れ て い る プ ロ ジェクトか ら も 、 サー バ が ソー スで 公開さ れ て い ま す (Darwin Streaming Server:

DSS)。 一 方、 ラ イ ブ 中継ソフ トも あ り ま す が 、 こ れ に は Mac が 必要で す 。

2. RealNetworks社 Helix Server

有名な RealVideo の 配信ソフ トで す 。 無料で 使え る バ ー ジョ ン は ラ イ セン スが １年間 に 限ら れ て い

た り 、 少し不便なと こ ろ が あ り ま す 。 ラ イ ブ 中継ソフ トは 有料で す 。

3. Microsoft社 Windows Media Service

WindowsMedia を 配信す る サー バ で す 。 サー バ 自体は 無料で す が 、 Windows Server を 必要と しま

す 。 つ ま り 、 OS に バ ン ドル さ れ て い る よ う なも の で あ る と 考え て 良い で しょ う 。 ま た 、 ラ イ ブ 中継

ソフ トも 同じ で す 。

4. videolan.org開発 VideoLAN

MPEG2 や DV の プ レ イ ヤ ー を 中心と して 開発さ れ て い ま す が 、 サー バ も 公開さ れ て い ま す 。 Win-

dowsMedia も 配信可能と なっ て い ま す が 、 テストした 限り で は ま だ う ま く 動い て い ま せ ん 。

5. WIDE project開発 DVTS

DV品質の 画像を ラ イ ブ 中継す る た め の ソフ トで す 。 Linux,BSD系、 Windows など で 動作しま す が 、

IP的な制限が あ り ま す 。 学校内で 動か す 分に は 問題あ り ま せ ん 。 帯域 は 30Mbps程度は 必要で す 。

6. 広島大グル ー プ 開発 Robst

MPEG2 DV, HD など を 安 定的に 配信す る た め に 開発さ れ て い ま す 。 マ シン 的に 色々 な制約が あ り

ま す が 、 ネットワ ー クを 使っ て 離れ た 地点間 の 中継など に 特徴が あ り ま す 。

こ こ で は 、 フ リ ー に 利用が 出来、 コー デックや ツー ル が 充実した Apple社の Darwin Streaming Server(以

下 DSS と 略しま す ) を 使う こ と に しま す 。

Darwin Streaming Server は 無料で す が 、 Apple社に 登録が 必要で す の で 、 本講習会終了後も 利用す る

場合に は 、 以 下の 場所で 登録を 行っ て く だ さ い 。� �
登録 http://www.opensource.apple.com/apsl/index.html

� �
ま た 、 登録後は 、 以 下の 場所か ら ソー スコー ドを ダウ ン ロ ー ド出来ま す 。� �

ソー ス http://developer.apple.com/darwin/projects/streaming/

� �
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ま た 、 Mac OSX, Red Hat Linux, Windows 2000/2003サー バ 用の バ イ ナリ も 上の ペ ー ジか ら 手に 入れ

る こ と が 出来ま す 。 そ の 他の Unix で も 、 動作しま す が 、 ソー スコー ドか ら コン パ イ ル す る こ と が 必要で

す 。 今回の 講習で は こ ち ら で コン パ イ ル した も の を イ ン ストー ル して い ま す 。

講習で 利用す る OS は 、 FreeBSD と い う Unix OS で 、 バ ー ジョ ン は 4.11 を 利用しま す 。 こ う した サー

バ に 利用す る 場合、 慣 れ て い る こ と か ら Windows を 利用さ れ る こ と も 多い か と 思い ま す が 、 安 定的な運

用 (要す る に 放っ て お い て も 大丈夫) に は や は り Unix系に 一 日の 長が あ り ま す 。 中で も 、 BSD系は Linux

の よ う なデスクトップ 的な用途に は 向き ま せ ん が 、 サー バ や ル ー タなど に は 広く 利用さ れ て い る プ ラ ット

ホ ー ム で す (１万円 前後の 家庭用ア クセスル ー タなど に も 実は 結構使わ れ て い ま す )。 ハ ー ド的な故障が な

い 限り 、 年単位 で 連続運 用が 可能で あ り 、 セキュ リ ティ 的に も 非常に 高い と さ れ て い ま す 。 管 理は あ る 程

度の 知識を 必要と しま す が 、 今回の よ う な単なる ストリ ー ミ ン グサー バ と して の み利用す る 場合に は 、 日

常の 管 理は 不要で 、 単に フ ァ イ ル を ア ップ ロ ー ドす る だ け で 済みま す 。

なお 、 実際に 学校など に 持ち 帰 っ て 利用す る 場合に は 、 IP ア ドレ スなど の 設定が 必要で す が 、 設定方法

は 付録で 紹介しま す 。
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以 下で は 、 バ イ ナリ フ ァ イ ル が 既 に 出来て い て 、 あ る ディ レ クトリ に そ れ ら が 用意 さ れ て い る と い う 環 境

を 想定して い ま す 。 も し、 自分で 一 か ら 用意 した い 場合に は 付録を 参照して く だ さ い 。

2.1 イ ン ストー ル 方法

ま ず 最初に ロ グイ ン しま す 。� �
login: root

passwd: xxxx

� �
次に 、 X-windowシステム を 立ち 上げ ま す 。� �

# startx
� �
複数の 端末画面が 開い て い ま す が 、 ど れ か 一 つ の 画面で 以 下の よ う に 入力しま す (但し、 Darwin... は 長

い の で 、 /usr/home/movie/Dar ま で 入力した ら 、 TABキー を 押して 下さ い 。 自動的に 補完 さ れ る よ う に

なっ て い ま す 。 )� �
# cd /usr/home/movie/DarwinStreamingSrvr5.5-Source

� �
こ の ディ レ クトリ 上で 、 以 下の イ ン ストー ル コマ ン ドを 実行しま す 。� �

# ./Install
� �

• 参考

但し、 標準の Installコマ ン ドに は 不具 合が あ り 、 講習の ディ レ クトリ に は 修正した も の が 入っ て い ま す 。 も し、
自分で 新た に イ ン ストー ル す る 場合に は 、 以 下の 場所か ら 修正版の Install コマ ン ドを 入手して く だ さ い 。 ま た 、
FreeBSD用の 起 動スクリ プ トも 下に 置い て あ り ま す の で 、 指定の 場所に 置い て く だ さ い 。� �

http://www.wakhok.ac.jp/~kanayama/system/dss-install/

� �
幾 つ か の フ ァ イ ル を 自動的に 適切なディ レ クトリ に コピ ー した 後に 、 以 下の よ う に 表示さ れ ま す 。� �
Installation Complete

Darwin Streaming Server Setup

In order to administer the Darwin Streaming Server you must create an administor

user [Note: The administrator user name cannot contain spaces, or single double

quote characters, and cannot be more than 255 characters long].

Please enter a new administrator user name:� �
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こ こ で 、 DSS の 管 理者の 名前を 要求 して い る の で す が 、 後で 簡 単に 変更も 出来る の で 、 こ こ で は 簡 単

に 、 movie と 入力す る こ と に しま す 。

次に 、 以 下の よ う に そ の movie の パ スワ ー ドを 聞か れ ま す の で 、 こ こ で は 仮に movie と して お き ま す 。

(但し、 実際に 運 用す る 際に は き ち ん と した パ スワ ー ドに 変更しない と い け ま せ ん 。 79文字ま で パ スワ ー

ドは 使え ま す が 、 実際に は 10文字程度の パ スワ ー ドで 良い で しょ う 。 )� �
You must also enter a password for the administrator user

[Note: The administrator password cannot contain spaces, or quotes,

either single or double, and cannot be more than 80 characters long].

Please enter a new administrator Password:� �
パ スワ ー ドは 安 全の た め に 、 も う 一 度入力す る 必要が あ り ま す 。� �
Re-enter the new administrator password:

� �
パ スワ ー ドが 正しけ れ ば 、 以 下の よ う に セットア ップ スクリ プ トは 終了しま す 。� �
Adding userName movie

Setup Complete!

� �

2.2 初期 設定

こ れ か ら 先は ウ ェブ イ ン ター フ ェー スで 設定が 可能に なり ま す 。 (ウ ェブ サー バ と は 関 係なく 、 DSS 自体

が ウ ェブ で の 設定を サポ ー トして い ま す )。

講習環 境で は 、 mozilla が 導入さ れ て い ま す の で 、 mozilla を 立ち 上げ ま す 。� �
# mozilla &

� �
次に 、 端末ウ ィ ン ドウ で 、 以 下の よ う に コマ ン ドを 入力し、 現在の 自分の サー バ の IP ア ドレ スを 調べ

ま す 。� �
# ifconfig

xl0: flags=8843<UP,BROADCAST,RUNNING,SIMPLEX,MULTICAST> mtu 1500

options=3<RXCSUM,TXCSUM>

inet 192.168.0.10 netmask 0xffffff00 broadcast 192.168.0.255

...� �
こ こ で は 、 コマ ン ドの 下３ 行目の inet の 後ろ の 値が IP ア ドレ ス (192.168.0.10) で す の で 、 こ の ア ドレ

スを 使っ て 、 DDS に mozilla で ア クセスしま す 。

mozilla の URL の 指定の 所に 、 以 下の よ う に 指定を し、 リ ター ン を 押しま す 。� �
http://192.168.0.10:1220/

� �
こ こ で 、 http:// の 後ろ に 先に 調べ た IP ア ドレ スを 指定して 下さ い 。 IP ア ドレ スの 後ろ の :1220 は 固

定で 、 DSS の ウ ェブ イ ン ター フ ェー スに ア クセスす る 時に 用い る 番号で す 。

DSS の 設定を 変更した り 、 セットア ップ の 時に 指定した 管 理者の パ スワ ー ドなど を 変更す る に は こ の

URL を 利用しま す 。
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• 参考

こ の 手の 設定で 良く 使う http://localhost:1220/ は 使え ま せ ん 。 DSS が localhost に 対して は ウ ェブ イ ン
ター フ ェー スを 用意 して い ない よ う で す 。

ア クセスを す る と 、 以 下の よ う に ロ グイ ン 画面に なり ま す の で 、 先の 管 理者の 名前と パ スワ ー ドを 入力

しま す 。

MP3 に 対して も パ スワ ー ドを 要求 しま す が 、 管 理者と 同じ も の を 指定して 良い で しょ う 。

次に 、 SSL を こ の 管 理に 利用す る か 否か を 以 下の よ う に 聞か れ ま す が 、 内部で 動か して 管 理す る 分に は

SSL に しなく て も 構い ま せ ん 。 こ の 講習で は SSL に 必要なパ ッケー ジを 入れ て い ま せ ん の で 、 選択で き ま

せ ん 。

• 参考

SSL は Secure Socket Layer の 略で 、 ア プ リ ケー ショ ン の 通信毎に 安 全な暗 号回線を 作る た め の 仕組みで す 。
ウ ェブ で 、 取引 を した り 、 金融機 関 の ペ ー ジなど で 一 般に 使わ れ て い ま す 。 今の 場合に は 、 DSS を 管 理す る た
め に クラ イ ア ン トか ら ア クセスす る 通信を 保護す る た め に SSL を 使う こ と が 出来ま す 。
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そ の 次に は 、 動画など の メ ディ ア フ ァ イ ル を 置い て お く ディ レ クトリ を 以 下の よ う に 聞か れ ま す が 、 こ

れ は デフ ォル トの ま ま で 構い ま せ ん (デフ ォル トの 場所に 既 に サン プ ル が 置か れ て い ま す )。

最後に 、 ストリ ー ミ ン グに 利用す る ポ ー ト番号が 聞か れ ま す 。 通常の フ ァ イ ア ー ウ ォー ル で は 80番は 通

す こ と が 多い の で 、 80番を 選ぶ と 外部へ の 映 像の 公開が 少し楽 に なる か ら で す が 、 多く の 学校で は 内部は

プ ラ イ ベ ー トで 運 用さ れ て い る た め に 、 プ ラ イ ベ ー トア ドレ スの 内部の 映 像サー バ を 外部に 公開す る に は 、

少し特別な設定が フ ァ イ ア ー ウ ォー ル あ る い は NATサー バ に 必要で す 。 つ ま り 、 逆 に そ う い う 運 用の サイ

トで は (そ れ が ほ と ん ど で しょ う )、 あ ま り 気 に しなく て も 映 像サー バ が 外部に 漏れ る こ と は ない と い う こ

と で す 。 従っ て 、 こ こ で は 80番を 選ん で も 、 選ば なく て も 構わ ない こ と に なり ま す が 、 こ の 講習で は ８ ０

番で 流す こ と に しま す 。
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• 参考

同じ マ シン 上で DSS と Webサー バ を 動か す 場合に は 、 当然 DSS で 80番を 使う こ と は 出来ま せ ん 。

以 上の 初期 設定が 終わ る と 、 以 下の 画面に なり ま す 。

2回目以 降に 、 こ の URL に ア クセスす る と 、 上の 画面に 入れ る よ う に なり ま す 。 こ の ペ ー ジか ら 、 管 理

者の パ スワ ー ド変更や 、 そ の 他の 設定が 行え る よ う に なっ て い ま す 。

さ て 、 こ れ で 基 本の 設定は 出来ま した の で 、 DSS が 本当に 動い て い る か ど う か の テストを しま しょ う 。

Win か あ る い は Mac で 、 QuickTime を 起 動しま す (も し、 なけ れ ば 講習会場に 設置した Windows マ シ

ン を 利用して く だ さ い )。

起 動した ら 、 QuickTime の 「 フ ァ イ ル (F)」 メ ニュ ー の 中の 「 新規 Player で URL を 開く 」 を 選び 、 現

れ た ダイ ア ロ グボ ックスに 以 下の URL を 指定しま す 。� �
rtsp://192.168.0.10/sample_300kbit.mov

� �
ふわ ふわ と した 水球 が く る り と 回っ て 、 QuickTime の ロ ゴで あ る 「 Q」 が 表示さ れ た ら 、 基 本セットア ッ

プ は 無事終了で す 。
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3.1 ウ ェブ サー バ と 配信サー バ

既 に 、 サン プ ル の 映 像を 見て みた よ う に 、 ストリ ー ミ ン グ配信を プ レ イ ヤ ー で 再生す る に は 、 以 下の よ

う な URL を プ レ イ ヤ ー に 指示す れ ば 良い 訳で す 。� �
rtsp://192.168.0.10/sample_300kbit.mov

� �
しか し、 こ う した URL を 手で 入力す る の は 大変で す か ら 、 ウ ェブ の ペ ー ジの リ ン クと して 上記 の URL

を 書い て お き 、 そ れ が クリ ックさ れ た ら 適切なプ ロ グラ ム を 呼び 出して (つ ま り は プ レ イ ヤ ー )、 実行す る

よ う に なっ て い る と ユ ー ザー か ら 見れ ば 、 クリ ックだ け で 映 像が 始ま る よ う に 見え ま す 。

• 参考
rtsp は Real Time Streaming Protocol(RTSP) と い う 、 音声や 動画など を リ ア ル タイ ム に 配信す る た め の プ ロ
トコル (手順) で 、 フ ァ イ ル を ダウ ン ロ ー ドしなが ら 再生す る た め の 仕組みで す 。 FTP(File Transfer Protocol)
が 、 フ ァ イ ル を ダウ ン ロ ー ドす る た め の 仕組みで あ る の と 同じ よ う に 、 ブ ラ ウ ザは プ ロ トコル に 応じ た プ ロ グ

ラ ム を 起 動す る よ う に なっ て い ま す 。

しか し、 プ レ イ ヤ ー と 言っ て も 色々 な種類が あ る た め に 、 ど の プ レ イ ヤ ー が こ の 映 像を 再生す る べ き か

が 分か り ま せ ん の で 、 直接上記 の URL に 飛ぶ よ う に す る の で は なく 、 ヒ ン トフ ァ イ ル と 呼ば れ る プ レ イ

ヤ ー を 特定す る た め の フ ァ イ ル を ウ ェブ サー バ 上に 置き 、 そ の ヒ ン トフ ァ イ ル か ら 上記 の URL に 飛ぶ よ

う に しま す 。 (詳しく は 高谷先生の 資料を 見て く だ さ い 。 )

従っ て 、 ストリ ー ミ ン グ配信を 行う た め に は 、 以 下の フ ァ イ ル が そ れ ぞ れ の サー バ に 必要で す 。 (複雑な

メ タフ ァ イ ル 指定は 高谷先生の 資料を 参考に して 下さ い 。 そ の 場合に は 、 ヒ ン トフ ァ イ ル は 不要で す 。 )

� �
ウ ェブ サー バ

ヒ ン トフ ァ イ ル へ の リ ン クを 記 述した ペ ー ジ

ヒ ン トフ ァ イ ル

配信サー バ

映 像フ ァ イ ル

� �

3.2 映 像フ ァ イ ル

先の イ ン ストー ル 時に 指定した よ う に 、 標準で は /usr/local/movies と い う ディ レ クトリ の 下に 映 像フ ァ

イ ル を 置く よ う に 設定さ れ て い ま す 。 勿論、 こ こ に 映 像フ ァ イ ル を ど ん ど ん ア ップ して も 良い の で す が 、 多

く の フ ァ イ ル が あ る と 、 分か り づ ら く なり ま す 。 そ う した 整理の た め に は 、 主に ２ つ の 方法が あ り ま す 。

3.2.1 子ディ レ クトリ を 作る 方法

子ディ レ クトリ を 作る 方法は 簡 単で す 。



10 第 3章 ストリ ー ミ ン グ配信

� �
# cd /usr/local/movies

# mkdir test� �
こ れ で 、 /usr/local/movies/test/ と い う ディ レ クトリ が 作成さ れ ま す の で 、 こ の ディ レ クトリ の 下

に 映 像フ ァ イ ル を 置き ま す 。 但し、 こ の 場合、 こ の 映 像フ ァ イ ル (例え ば sam.mov と す る と )、 以 下の よ う

に ヒ ン トフ ァ イ ル に 記 述しなけ れ ば なり ま せ ん 。� �
rtsp://192.168.0.10/test/sam.mov

� �
つ ま り 、 配信サー バ に と っ て は 、 /usr/local/movies/ディ レ クトリ の 下が 配信対象で 、 そ の 下の test

ディ レ クトリ に あ る sam.mov なの で 、 test/sam.mov と い う 指定に 変更しなけ れ ば なら ない 訳で す 。

こ れ で 配信サー バ と して は 問題ない の で す が 、 実際の 運 用を 考え る と 問題が あ り ま す 。 何故なら ば 、 通

常の 設定で は 、 こ の ディ レ クトリ の 権限は root 以 外は 書き 込め ま せ ん 。 そ して 、 ftpなど を 使っ て フ ァ イ

ル を 配信サー バ に ア ップ す る 際に は 、 セキュ リ ティ 的な観 点か ら root で の ア ップ ロ ー ドは 禁止さ れ て い ま

す 。 つ ま り 、 直接こ の ディ レ クトリ に ftp で フ ァ イ ル を 置く こ と が 出来ない の で す 。 ど う して も 、 こ の よ う

な管 理を 行い た い 場合に は 、 他の ユ ー ザに も こ の ディ レ クトリ に 書き 込みが 出来る よ う に 以 下の 設定を 行

い ま す 。� �
# chmod og+w /usr/local/movies

� �
こ う す れ ば 、 一 般の ユ ー ザで こ の ディ レ クトリ に フ ァ イ ル を ア ップ ロ ー ドす る こ と が 出来ま す 。

但し、 こ の 配信サー バ の ユ ー ザ管 理は き ち ん と して い ない と 、 ア カウ ン トの 持ち 主は 誰で も こ の ディ レ

クトリ に フ ァ イ ル が 置け る の で 、 ユ ー ザ管 理に は 注意 す る 必要が あ り ま す (変なフ ァ イ ル を 置か れ て も 困り

ま す か ら ね )。

こ の よ う に す る こ と に よ っ て 、 配信フ ァ イ ル を 整理す る こ と は 出来ま す が 、 フ ァ イ ル の 書き 込み権限の

問題など を 考え る と 、 や は り 管 理的に は あ ま り 好ま しく あ り ま せ ん 。

3.2.2 別ディ レ クトリ に 格 納す る 方法

/usr/local/movies/ に 直接映 像フ ァ イ ル を 置く の で は なく 、 別の ディ レ クトリ に 置く 方法が あ り ま す 。

そ れ は 、 シン ボ リ ックリ ン クと 呼ば れ る も の を 作る 方法で す 。

• 参考

シン ボ リ ックリ ン クは 、 Windows で は ショ ー トカットと 呼ば れ て い る も の で 、 実際の フ ァ イ ル や ディ レ クトリ
が あ た か も そ こ に あ る よ う に 見せ か け る 仕組みで す 。

以 下で は 、 test と い う ユ ー ザを 作成し、 そ の test の ユ ー ザの ディ レ クトリ に 実際の 映 像フ ァ イ ル を 置く

こ と を 考え ま す 。

そ の た め に 、 ま ず test ユ ー ザを 作成しま す (実際の 操作に つ い て は 、 付録の ユ ー ザ管 理を 参照して く だ

さ い )。 当然、 こ の ユ ー ザの ディ レ クトリ に 映 像フ ァ イ ル を 置き た い の で 、 パ スワ ー ドを 設定して く だ さ い

(グル ー プ は staff で 良い で しょ う )。� �
# /stand/sysinstall

� �
ユ ー ザと そ の ユ ー ザの ディ レ クトリ が 出来た ら 、 以 下の よ う に シン ボ リ ックリ ン クを 作成しま す 。� �

# ln -s /home/test /usr/local/movies/test
� �
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タイ ピ ン グミ スを しない よ う に 注意 して く だ さ い 。 う ま く 、 シン ボ リ ックリ ン クが 作成で き た ら 、 以 下

の よ う に なっ て い る 筈で す 。� �
# ls -l /usr/local/movies/test

lrwx-xr-x 1 root wheel 14 Oct 1 16:00 /usr/local/movies/test -> /home/test
� �

3.3 映 像配信の 準備

さ て 、 こ れ で 準備が 整っ た の で 、 実際の 環 境に 近い 形で 、 映 像配信の 準備を して みま しょ う 。

ま ず 、 自分の サー バ の IP ア ドレ スを 調べ て お い て 、 用意 さ れ て い る 他の Windows マ シン か 、 自分の

ノ ー ト PCなど か ら 、 映 像フ ァ イ ル を 配信サー バ に ア ップ ロ ー ドしま す 。 (映 像フ ァ イ ル は 指定さ れ た も の

を 使っ て く だ さ い 。 )

Windows に FFFTPなど の FTPクラ イ ア ン トが あ れ ば 、 そ れ を 使う と 良い で しょ う 。 そ の 際に 、 配信

サー バ (例え ば 、 192.168.0.10 ) に 入る 際に 使う ユ ー ザは 、 先に 作っ た test ユ ー ザを 使用し、 パ スワ ー ドは

自分で 設定した も の を 使い ま す 。

test ユ ー ザの ディ レ クトリ に は 、 子ディ レ クトリ は 今の と こ ろ あ り ま せ ん の で 、 そ の ま ま test 以 下に

ア ップ して 構い ま せ ん 。

次に 、 配信サー バ に 戻っ て 、 実際に フ ァ イ ル が 存在す る か ど う か を 確 認して 下さ い 。 こ こ で は 、 ア ップ

した フ ァ イ ル は sample.mov と しま す 。� �
# cd /home/test

# ls -l sample.mov

-rwxr-xr-x 1 test staff 2000000 Oct 1 16:46 sample.mov

� �
う ま く ア ップ 出来て い た ら 、 今度は ウ ェブ サー バ に 上げ る フ ァ イ ル を 作成しま す 。

Windows の ノ ー トパ ッドに 近い asedit が 導入さ れ て い ま す の で 、� �
# asedit &� �

こ れ を 上記 の よ う に して 利用す る か 、 あ る い は 使っ た こ と が あ る 人なら ば mozilla の composer を 使っ

て も 構い ま せ ん 。

ウ ェブ に 上げ る フ ァ イ ル は 、 最初は ヒ ン トフ ァ イ ル と そ れ へ の リ ン クを 含 ん だ ペ ー ジの ２ つ の フ ァ イ ル

を ア ップ しま す の で 、 そ れ を 別資料を 参考に 作成し、 保存して く だ さ い 。

こ こ で は 、 index.html と test.qtl と しま す (実際の フ ァ イ ル 名は 高谷先生の 指示に 従っ て 下さ い )。

現在は 、 配信サー バ 上で こ れ ら の フ ァ イ ル を 作成して い ま す が 、 実際の 環 境で は 自分の ノ ー トや 、 職場

の PC で 作成し、 ftp で ア ップ す る こ と に なり ま す 。

実習環 境で は 、 Unix で す の で 、 コマ ン ドラ イ ン の ftpクラ イ ア ン トを 使っ て 、 ウ ェブ サー バ に こ れ ら の

フ ァ イ ル を ア ップ ロ ー ドす る こ と に しま す 。

現在の ディ レ クトリ に フ ァ イ ル が 以 下の よ う に 存在す る こ と を 確 認して か ら 、� �
# ls

index.html test.qtl ...

� �
以 下の よ う に して ア ップ ロ ー ドを しま す 。
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� �
# ftp www

Connected to www.

220 www FTP server ready.

Name (192.168.0.10: root): movie
� �
ユ ー ザー 名は movie で す 。� �

331 Password required for movie.

Password:
� �
パ スワ ー ドも movie で す 。

う ま く 入る と 以 下の よ う に なり ま す 。� �
30 User movie logged in.

Remote system type is UNIX.

Using binary mode to transfer files.

ftp>

� �
実際の 環 境で は 、 適当なディ レ クトリ の 下に フ ァ イ ル を 置き 、 他の ペ ー ジか ら リ ン クを 張り ま す が 、 こ こ で

は 既 に トップ ペ ー ジか ら リ ン クが 張ら れ て い ま す の で 、 指定の ディ レ クトリ の 下に index.html と sample.qtl

を 置く だ け で す 。

指定ディ レ クトリ は 、 実習環 境で は 一 人一 人に 名前で 指示しま す の で 、 そ の 指定の ディ レ クトリ に なり

ま す 。 例え ば 、 こ こ で は kanayama で あ る と しま す 。 (決して 、 ディ レ クトリ を 間 違え ない で 下さ い )。� �
ftp> cd kanayama

250 CWD command successful.
� �

kanayama の ディ レ クトリ へ の 移 動が う ま く 成功す れ ば 、 上の よ う に command successful と 表示さ れ

ま す の で 、 フ ァ イ ル を ア ップ ロ ー ドしま す 。� �
ftp> put index.html

...

226 Transfer complete.

200 bytes sent in 0.5 seconds ( 0.4 KB/s)

ftp> put sample.qtl

...

226 Transfer complete.

20 bytes sent in 0.1 seconds ( 0.2 KB/s)

ftp> quit

� �
ア ップ ロ ー ドは こ れ で 終了で す の で 、 quit で 最後に 終了しま す 。

さ て 、 こ れ で ノ ー ト PC あ る い は 、 用意 さ れ て い る Windows マ シン の ブ ラ ウ ザで 自分の 名前の リ ン クを

辿っ て 、 index.html が 表示さ れ ま した で しょ う か ？ ま た 、 そ の 中の 映 像へ の リ ン クを クリ ックして 、 映 像

が 無事配信さ れ ま した で しょ う か ？

も し、 index.html が 表示さ れ る に も 係わ ら ず 、 映 像が 配信さ れ ない の で した ら 、 index.html と ヒ ン トフ ァ

イ ル (sample.qtl) に 問題が ない か チェックして 見て 下さ い 。

ま た 、 映 像配信サー バ に ア ップ した 映 像フ ァ イ ル が Windows 上の QuickTime プ レ イ ヤ ー の URL指定
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で 以 下の よ う に して 見る こ と が 出来る か ど う か を 確 か め て く だ さ い 。 も し、 映 像が 見れ ない なら ば 、 フ ァ

イ ル の ディ レ クトリ へ の 配置や シン ボ リ ックリ ン クの 張り 間 違い など が 考え ら れ ま す 。� �
rtsp://192.168.0.10/test/sample.mov

� �
講習は 以 上で す が 、 も し、 時間 が あ れ ば 、 メ タフ ァ イ ル に よ る 指定方法に つ い て 同じ よ う に トラ イ して

みて く だ さ い 。

3.4 最後に

こ の 講習で の 放送で は 、 外部へ の 放送は 考え て い ま せ ん 。 勿論、 単純に 公開す る だ け なら ば 、 こ の よ う

に して 作成した 配信サー バ を 公開す る だ け で も 構い ま せ ん が 、 こ の 講習の 方法で す と ftpサー ビ スなど が

動い て い ま す 。 従っ て 、 フ ァ イ ヤ ー ウ ォー ル など で ftp を 通さ ない よ う に して お く 必要が あ る で しょ う 。

ま た 、 校内で の 放送に お い て も 、 部門別に 管 理した い 場合に は 、 部門ご と に ユ ー ザを 分け て 、 ユ ー ザの

ディ レ クトリ に 部門ご と の 映 像フ ァ イ ル を ア ップ す る よ う に した 方が 管 理上も 混乱が ない で しょ う 。

あ ま り Unix上で の 管 理に 触れ ら れ ま せ ん で した が 、 た く さ ん の ユ ー ザを 管 理す る の で ない 限り 、 こ の 講

習程度で の 管 理で も 十分だ と 思わ れ ま す 。 (最低、 付録B,C の 基 本と して い る 部分の みを 見れ ば 、 ユ ー ザア

カウ ン トの 管 理、 IP ア ドレ スの 設定は 出来ま す 。 )

但し、 PC は PC で す の で 、 ハ ー ド的な障害は 常に 考え ら れ ま す の で 、 映 像フ ァ イ ル の バ ックア ップ や 、

ウ ェブ 上の フ ァ イ ル の バ ックア ップ は 必ず 取る よ う に しま しょ う 。 ま た 、 電源など を 落と した い 場合に は 、

必ず システム を 止め て か ら 落と さ す よ う に しま しょ う (意 外と 問題なく 働い て い る システム は 忘れ ら れ て

しま い が ち で す )。 Unix を 落と す 際に は 、 付録に も あ る よ う に 、 shutdown コマ ン ドを 使い ま す 。� �
# shutdown -p now

� �
最新の ATX電源など で は こ れ で 自動的に 電源が 落ち ま す が 、 古い 機 械で は 落ち ない 場合も あ り ま す 。 そ

の よ う な場合に は 、 手動で 電源を オフ に して 下さ い 。
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付 録A DSS作成方法

こ こ で は 簡 単に FreeBSD で の ソー スコー ドか ら の DSS の 作成方法に つ い て 紹介しま す 。

先の ペ ー ジか ら ダウ ン ロ ー ドした フ ァ イ ル (DarwinStreamingSrvr5.5-Source.tar) を 適当なディ レ ク

トリ に 置い て 、 以 下の よ う に 解凍しま す 。� �
% tar xvf DarwinStreamingSrvr5.5-Source.tar

� �
す る と 、 そ の ディ レ クトリ に 以 下の よ う に 同名の ディ レ クトリ が 作成さ れ ま す 。� �

% ls

DarwinStreamingSrvr5.5-Source.tar DarwinStreamingSrvr5.5-Source/

� �
そ の ディ レ クトリ に 移 動しま す 。� �

% cd DarwinStreamingSrvr5.5-Source/

� �
ソー スコー ドか ら バ イ ナリ フ ァ イ ル は 以 下の スクリ プ トを 動か せ ば 、 自動的に 生成して く れ ま す 。� �

% ./Buildit
� �

FreeBSD で は 、 バ ー ジョ ン 5.4 で は ま だ 不具 合が あ る よ う で 、 う ま く 行き ま せ ん の で 、 バ ー ジョ ン 4.11

を 使っ て 下さ い 。 (Linux,Win,Mac,Solaris で は バ イ ナリ フ ァ イ ル が 配布さ れ て い る の で 、 そ れ を 利用す る

と 良い で しょ う 。 )
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付 録B ユ ー ザー 管 理

Unix で は 、 一 人一 人の ユ ー ザー を 区別す る こ と に よ っ て 、 フ ァ イ ル の 保護・ 実行プ ロ グラ ム の 保護・ シス

テム の 保護を 実現して い る 。 従っ て 、 Unix 上の も の は 全て 誰の も の か と い う 概念が あ る 訳で あ る 。 こ れ

ら を 管 理す る こ と を 広い 意 味で ユ ー ザー 管 理と 呼ぶ 。 従っ て 、 ユ ー ザー 管 理は root の 仕事の 第一 歩と な

る の だ が 、 システム を イ ン ストー ル した 段階で は 、 ユ ー ザー は あ ら か じ め 予約さ れ た も の しか ない 。 例え

ば 、 root, sys, daemon など で あ る 。 こ う した ユ ー ザー の 名前を ロ グイ ン ユ ー ザー 名と 呼ん で い る が 、 内

部的に は 名前で 区別す る の で は なく 、 番号で 区別して い る 。 こ れ を ユ ー ザー 番号と 言う 。 通常は 、 １桁の

ユ ー ザー 番号は 管 理者ま た は 特別なプ ロ グラ ム の た め に 予約さ れ て い る 。 一 般の ユ ー ザー は 、 ３ 桁以 上の

番号を 用い る の が 普通で あ る 。 一 般ユ ー ザー が 使用で き る よ う に ロ グイ ン ユ ー ザー 名、 パ スワ ー ド、 ホ ー

ム ディ レ クトリ 、 初期 設定フ ァ イ ル など を 配布す る こ と を ア カウ ン トの 発行と 呼ん で い る 。

一 人一 人の ユ ー ザー を 個別に 管 理す る と 大変なの で 、 管 理を しや す く す る た め に 、 グル ー プ と い う ユ ー

ザー の 集団で 扱 う 事が 出来る 。 こ れ も 、 名前を つ け る 事が 出来る が 、 実際に は 番号（ グル ー プ 番号） で 管 理

さ れ て い る 。 ユ ー ザー は 通常、 あ る 特定の グル ー プ に 所属す る こ と に なる が 、 /etc/group フ ァ イ ル に 個々

の ユ ー ザー を 追加す る こ と で 、 一 人の ユ ー ザー が 複数の グル ー プ に 所属す る こ と が 出来る 。 特に 、 管 理者

は Super User と 言わ れ る が 、 管 理者が 通常の 作業を 行う 時に Super User と して 作業して い る と 、 誤っ て

フ ァ イ ル を 削除した 場合など 被害が 甚大で あ る 。 そ こ で 、 通常は 普通の 権限しか 持た ない 一 般ユ ー ザー と

して 登録して お き 、 必要な時に だ け Super User に なる 必要が あ る 。 こ う した 場合、 管 理者は 、 通常の グ

ル ー プ に 所属して お い て 、 同時に Super User (root) の グル ー プ に 所属さ せ て お く と 、 su コマ ン ドで 、 必

要な時に Super User に 変身が 出来る 。

B.1 ユ ー ザー 登録

Unix で は 、 ユ ー ザー の 登録は 、 /etc/passwd に そ の エン トリ を 記 述す る こ と に よ っ て 行わ れ る 。 FreeBSD

で は sysinstall や adduser コマ ン ドを 使っ て 、 /etc/passwd フ ァ イ ル を 管 理す る こ と が 出来る 。 前者

で は 、 CUI メ ニュ ー に よ っ て 、 後者で は 質問に 答え る だ け で 自動的に 生成さ れ る よ う に なっ て い る 。

B.2 sysinstall で の ユ ー ザ登録 (基 本)

/stand/sysinstall で の ユ ー ザの 管 理は 立ち 上げ 直後の 画面で Configure を 選択し、
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そ の 後の User Management メ ニュ ー か ら 行う 事が 出来る 。

ユ ー ザ管 理メ ニュ ー で は 二つ の メ ニュ ー が あ り 、

グル ー プ 登録と ユ ー ザ登録が 出来る 。 通常、 先に 必要なグル ー プ を 作成し、 そ の 後に ユ ー ザ登録を 行う 。
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ユ ー ザ登録で は 、 自動的に UID番号など は 振ら れ る が 、 そ の 他の 項目は 自分で 入力しなけ れ ば なら な

い 。 特に 、 Group は 先に グル ー プ 登録で 作成した グル ー プ 名を 入力す る 。 Full name:は 、 後で 説明す る が い

わ ゆ る GCOS フ ィ ー ル ドに 使わ れ る だ け なの で 、 識別出来れ ば 良い 。 重要なの が 、 Member groups: で あ

る 。 基 本で 所属す る グル ー プ 以 外に 、 別の グル ー プ に も 所属した い 場合に の み、 こ こ に 既 存グル ー プ 名を

指定す る 。 特に 、 su コマ ン ドなど で 管 理者が 一 般ユ ー ザか ら 、 スー パ ー ユ ー ザに なり た い 場合に は 、 こ こ

に wheel と 入力して お け ば 良い 。 Home directory:は デフ ォル トの ま ま で 良い だ ろ う 。 一 方、 Login shell:

は ユ ー ザの 好みに 変更す れ ば 良い 。 FreeBSD で は 、 C-shell は 実際に は tcshell と 同じ で あ る 。

B.3 ア カウ ン トの 発行

adduserコマ ン ドを root で オプ ショ ン -q を 付け て 実行しま す 。
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� �
# adduser -q

� �
1. 注意
オプ ショ ン -q を つ け ない と 、 最初に デフ ォル ト設定の 変更に 関 す る 質問に なっ て しま い ま す 。 慌て ず に 、 コン
トロ ー ル C (Ctrl+C) で 抜け 出す か 、 単純に 以 下の よ う に 最初の 5 つ の 質問に は リ ター ン を して お け ば 問題は
あ り ま せ ん 。� �

Check /etc/shells

Check /etc/master.passwd

Check /etc/group

Enter your default shell: csh date no sh [sh]:

Your default shell is: sh -> /bin/sh

Enter your default HOME partition: [/home]:

Copy dotfiles from: /usr/share/skel no [/usr/share/skel]:

Send message from file: /etc/adduser.message no

[/etc/adduser.message]:

Use passwords (y/n) [y]:

Ok, let’s go.

Don’t worry about mistakes. I will give you the chance later to correct any input.

� �
adduser -q コマ ン ドを 実行す る と 、 最初に ユ ー ザの ロ グイ ン 名を 設定しま す 。 こ こ は なる べ く 分か り や

す い 名前を 入力した 方が 良い が 、 シェル で 解釈さ れ る 文字など は 避け た 方が 良い 。 ま た 、 大文字小文字は

区別さ れ る の と 、 ８ 文字ま で で あ る 点に 注意 す る 。� �
se option ‘‘-verbose’’ if you want to see more warnings and questions

or try to repair bugs.

Enter username [^[a-z0-9_][a-z0-9_-]*$]: kanayama

� �
次に 、 フ ル ネー ム を 入れ る 。 こ れ は システム 自体に は 関 係が ない の で 、 空白など を 使っ て も 良い 。� �
Enter full name []: Noriyo Kanayama

� �
次は 、 ユ ー ザの 使う シェル の 設定だ が 、 最初は sh,csh(実は tcs),tcsh が 使え る 。 取り 敢 え ず は tcsh に し

て お く 。� �
Enter shell bash csh date no sh tcsh [sh]: tcsh

� �
次は 、 ホ ー ム の 設定で あ る が 、 自動的に /home/[ユ ー ザ名] と なる の で 、 通常は そ の ま ま リ ター ン す れ

ば 良い だ ろ う 。� �
Enter home directory (full path) [/home/kanayayama]:

� �
次に あ る の は 、 ユ ー ザ番号で 、 こ れ は 一 人一 人完 全に 違う 番号を 割 り 振ら なけ れ ば なら ない の だ が 、

adduser コマ ン ドで は 、 自動的に 1000 以 降の 空い て い る 番号を 振っ て く る の で 、 リ ター ン を 押して お け

ば 良い 。 ま た 、 そ の 次の login class も リ ター ン を 押して お け ば 良い 。� �
Uid [1000]:

Enter login class: default []:

� �
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こ こ は 、 ユ ー ザの 所属す る グル ー プ の 指定だ が 、 デフ ォル トで は ユ ー ザ名と 同じ グル ー プ 名を 入れ て く

る の で 、 こ こ は 必ず 設定が 必要で あ る 。 管 理者が 自分の ユ ー ザア カウ ン トを 発行す る 場合、 staff グル ー プ

に 所属さ せ 、 更に 、 wheel グル ー プ に も 所属を さ せ て お く と su が 出来る よ う に なる の で 便利で あ る が 、

同時に セキュ リ ティ ホ ー ル に も なる の で 管 理者の パ スワ ー ドの 管 理に は 十分注意 を しなけ れ ば なら ない 。

( Unix で は 、 ユ ー ザは 複数の グル ー プ に 所属出来る の で 、 こ の よ う な設定が あ る )。 一 方、 一 般ユ ー ザー

の グル ー プ は 予め 設定さ れ て い なけ れ ば なら ない の で 、 一 般ユ ー ザー の 登録の 前に 次の グル ー プ の 登録を

行っ て お か なけ れ ば なら ない 。� �
Login group kanay [kanayama]: staff

Login group is ‘‘staff’’. Invite kanay into other groups: guest no [no]: wheel

� �
最後に 、 パ スワ ー ドの 設定で あ る 。 こ れ は 表示さ れ ない の で 、 注意 深く 設定しなけ れ ば なら ない 。 2回

聞い て く る の で 、 間 違え ない よ う に 。

1. 参考
なお 、 登録後は passwd コマ ン ドで 変更は 出来る 。� �
例

# passwd kanayama

Changing local password for noriyo.

New password:

� �
ち なみに 、 パ スワ ー ドに 用い ら れ る 暗 号は FreeBSD で は デフ ォル トで は MD5 を 用い 、 DES を 導入す

れ ば 両者の 暗 号を 使い 分け る こ と が 出来る 。 NISなど を 用い て 他の システム と パ スワ ー ドを 共有す る 際に

は 、 互換 性の 問題の た め に DES を 用い なけ れ ば なら ない 。 一 方、 MD5 を 用い れ ば 16文字の パ スワ ー ド

（ DES で は 8文字ま で ） を 用い る 事が 出来る の で 、 root パ スワ ー ドなど に は 極力 16文字パ スワ ー ドを 用

い 、 大小英 文字・ 記 号・ 数字が 入っ た 文字列を 利用す る よ う に しなけ れ ば なら ない 。� �
Enter password []:

Enter password again []:

� �
全て が 終わ る と 、 最後に 以 下の 確 認画面が 出て く る 。� �
Name: kanayama

Password: ****

Fullname: Noriyo Kanayama

Uid: 1000

Gid: 20 (staff)

Class:

Groups: staff wheel

HOME: /home/kanayama

Shell: /bin/tcsh

OK? (y/n) [y]:

� �
こ こ で 、 入力が 間 違っ て い る こ と に 気 が 付い た ら 、 n を 入力し、 最初か ら や り 直す 。 間 違っ て い なけ れ

ば 、 y を 入力す る 。 す る と 、 ユ ー ザの ア カウ ン トを 発行し、 他の ユ ー ザア カウ ン トの 発行を した い か ど う

か を 聞い て く る の で 、 なけ れ ば n を 入力し、 終了しよ う 。
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� �
Added user ‘‘kanayama’’

Send message to ‘‘kanayama’’ and: no root second_mail_address [no]:

Noriyo Kanayama,

your account ‘‘kanayama’’ was created.

Have fun!

See also chpass(1), finger(1), passwd(1)

Add anything to default message (y/n) [n]:

Send message (y/n) [y]:

Copy files from /usr/share/skel to /home/kanayama

Add another user? (y/n) [y]: n

Goodbye!

� �
も しも 、 ユ ー ザー を 間 違っ て 発行して しま っ た 場合や 、 既 存の ユ ー ザを 削除した い 場合に は 、 rmuserコ

マ ン ドを 用い る 。� �
# rmuser kanayama

Matching password entry:

kanayama:xpe1zRdjOlAhE:1000:20::0:0:Noriyo Kanayama:/home/kanayama:/bin/tcsh

Is this the entry you wish to remove?

� �
ユ ー ザの 指定に 間 違い が なけ れ ば 、 y を 入力す る 。 す る と 、 ホ ー ム ディ レ クトリ も 消去す る か ど う か を

聞い て く る が 、 そ の ユ ー ザの フ ァ イ ル など も 消去す る こ と に なる の で 、 ユ ー ザが バ ックア ップ を き ち ん と

取っ た か ど う か など を 確 認して か ら 消去す る 必要が あ る 。 こ こ で 、 n を 指定し、 ディ レ クトリ を 消去しな

く て も 、 ユ ー ザの ア カウ ン トは 上の 操作で 抹消さ れ て い る の で 、 通常は 問題ない 。� �
Remove user’s home directory (/home/kanayama)?

� �
後で 、 手動で 上記 の ディ レ クトリ を 消去した い 場合に は 、 以 下の よ う に 行う (但し、 こ れ を す る と 完 全に

消去さ れ る の で 、 ディ レ クトリ 名に 間 違い が ない か ど う か など を 確 認した 上で 慎重に 行う 必要が あ る 。 )� �
# rm -rf /home/kanayama

� �

B.3.1 /etc/passwd フ ァ イ ル の 例

ユ ー ザの 管 理 (登録、 抹消、 変更)など に 関 して は 、 adduser,rmuser,passwd コマ ン ドで 十分で あ る が 、

以 下で は 実際に ア カウ ン トが 登録さ れ た 場合に 用い ら れ る 、 登録情報フ ァ イ ル で あ る passwd フ ァ イ ル に

つ い て も う 少し解説を 行う 。

/etc/passwd の 例
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� �
user1:x:100:10::0:0:hogehoge user1:/home/user1:/bin/csh

� �
• 第１フ ィ ー ル ド

ロ グイ ン ・ ユ ー ザー 名

• 第２ フ ィ ー ル ド

パ スワ ー ド。 シャ ドウ パ スワ ー ドを 使っ て い る 時は 、 x 。

• 第３ フ ィ ー ル ド

ユ ー ザー 番号。 各人の 区別は こ の 番号で 行う 。 重複して は なら ない 。

• 第４フ ィ ー ル ド

グル ー プ 番号。 あ る ユ ー ザー の 集合、 グル ー プ 番号と グル ー プ 名の 対応は /etc/group に 書く 。

• 第５フ ィ ー ル ド

クラ ス（ 使わ れ て い ない ）。

• 第６ フ ィ ー ル ド

パ スワ ー ドを 変え る こ と を 勧 告す る 時期

• 第７ フ ィ ー ル ド

パ スワ ー ドの 有効期 限

• 第８ フ ィ ー ル ド

GECOS フ ィ ー ル ド。 ユ ー ザー の 一 般情報（ 名前など ）

• 第９フ ィ ー ル ド

ホ ー ム ディ レ クトリ

• 第１０フ ィ ー ル ド

ロ グイ ン シェル

/etc/passwd フ ァ イ ル は 、 各々 の ユ ー ザー の プ ロ グラ ム か ら 参照出来る 必要が あ る が 、 暗 号化さ れ た パ

スワ ー ドフ ァ イ ル を 盗ま れ る と 解読さ れ る 恐れ が あ る の で 、 FreeBSD で は 、 ル ー トに しか 読め ない フ ァ イ ル

/etc/master.passwd に パ スワ ー ドを 書い て お く 仕組みに なっ て い る （ こ れ を シャ ドウ パ スワ ー ドと 言い 、

最近の Unix で は 標準化さ れ て い る が 、 フ ァ イ ル 名は システム に よ り 違う ）。 /etc/master.passwd フ ァ イ ル

は 手で い じ る 必要は 殆ど なく 、 passwd コマ ン ドを 使え ば 自動的に そ の パ スワ ー ドを /etc/master.passwd

に 登録して く れ る 。 ま た 、 /etc/passwd フ ァ イ ル の 編集に は 、 vipw コマ ン ドを 使う 。 こ の コマ ン ドを 使

う と 、 編集中は 、 他の ル ー トが 変更で き ない よ う に ロ ックを か け 、 編集終了後は デー タベ ー スフ ァ イ ル を

更新して く れ る 。

ち なみに 、 暗 号システム に 何を 利用して い る か は /etc/master.passwd の 第二フ ィ ー ル ドの 先頭に $1$が

入っ て い る か ど う か を 判別す れ ば 良い 。 $1$が 入っ て い る 場合に は MD5 が 使わ れ 、 そ う で ない 場合に は

DES が 使わ れ て い る 。

B.4 グル ー プ 登録

グル ー プ の リ ストは /etc/group に 登録さ れ て い なけ れ ば なら ない 。 /etc/passwd フ ァ イ ル と 同じ く 、

グル ー プ 名は グル ー プ 番号で 管 理さ れ る 。 従っ て 、 システム 内部で 重要なの は グル ー プ 番号 (groupID) で
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あ り 、 名前自体で は ない 。 こ の こ と は 、 グル ー プ 番号の 衝突は 深刻な事態を 引 き 起 こ す 事を 意 味して い る 。

ユ ー ザー が 所属して い る 以 外の グル ー プ に 所属す る た め に は 、 こ の /etc/group フ ァ イ ル へ の 登録が 必要

で あ る 。 こ う した 複数の グル ー プ へ の 所属は 一 般に 、 フ ァ イ ル の パ ー ミ ッショ ン や プ ロ セスの パ ー ミ ッショ

ン と 深く 関 係して い る が 、 フ ァ イ ル の パ ー ミ ッショ ン に つ い て は 後の 節で 説明す る こ と に す る 。

グル ー プ フ ァ イ ル の 書式は 次の 通り で あ る 。� �
wheel:*:0:root� �
1. 第１フ ィ ー ル ド

グル ー プ 名

2. 第２ フ ィ ー ル ド

パ スワ ー ド（ 使わ れ る 事は ほ と ん ど なく 、 *を 入れ て お け ば 良い ）

3. 第３ フ ィ ー ル ド

グル ー プ 番号

4. 第４フ ィ ー ル ド

こ の グル ー プ に 所属す る ユ ー ザー 、 複数い る と き は カン マ （ ,) で 区切る 。 /etc/passwd で 所属して

い る 以 外の グル ー プ に 所属した い 時は こ こ に 書く 。

例え ば 、 wheel は ル ー トの 所属す る グル ー プ で 、 ユ ー ザー root が 所属して い る が 、 あ る 一 般ユ ー ザー

が 管 理者で あ る 場合、 そ の ユ ー ザー 名 を こ こ に 登録す れ ば 、 そ の 一 般ユ ー ザー は su コマ ン ドを 使う こ と

に よ っ て 必要な時に ル ー トに なる 事が 出来る 。� �
wheel:*:0:root,kanayama

� �
通常、 /etc/group フ ァ イ ル は vi など の エディ タで 編集して も 良い し、 /stand/sysinstall の メ ニュ ー

か ら も 追加出来る 。

一 般ユ ー ザー の ア カウ ン トの 発行に 際して は 、 ど う い う グル ー プ に ユ ー ザー を 分け る か を 考え なけ れ ば

なら ない 。 こ れ は 特に 、 グル ー プ 内部で フ ァ イ ル の 読み書き を 可能と す る か ど う か に よ っ て 分割 を 考え れ

ば 良い 。

B.5 ホ ー ム ディ レ クトリ と 配布フ ァ イ ル

vipwなど を 用い て ア カウ ン トを 発行した 場合など は 、 ユ ー ザー の ホ ー ム ディ レ クトリ 等を 準備し、 必要な

フ ァ イ ル を コピ ー しなけ れ ば なら ず 、 更に 、 そ の ディ レ クトリ 及 び フ ァ イ ル の 所有者を 該当す る ユ ー ザー に 変

更しなけ れ ば なら ない （ そ の 上、 グル ー プ 属性も ）。 こ の 際に 良く 用い ら れ る コマ ン ドが 、 chown,chmod,chgrp

コマ ン ドで あ る 。 chmodコマ ン ドは 後述す る と して 、 残り の ２ つ の コマ ン ドに つ い て 簡 単に 紹介す る 。

chown フ ァ イ ル ・ ディ レ クトリ の 所有者（ オー ナー ） を 変更す る

例え ば 、 test ディ レ クトリ を kanayama の 所有に 変更す る に は 、

# chown kanayama test

通常、 ディ レ クトリ 以 下を 変更す る 場合が 多い の で 、 そ の 場合に は 、 -R オプ ショ ン を 付け る こ と で

ディ レ クトリ 以 下を 再帰 的に 変更す る 。

# chown -R kanayama test
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chgrp フ ァ イ ル ・ ディ レ クトリ の グル ー プ を 変更す る 例え ば 、 test ディ レ クトリ を staff の 所有に 変更す る

に は 、

# chgrp staff test

chgrpコマ ン ドも 、 chown と 同じ く -R オプ ショ ン が 同じ 意 味で 用い る こ と が 出来る 。

こ う した コマ ン ドに よ る ディ レ クトリ の 用意 は 、 シェル スクリ プ トなど で 一 気 に ユ ー ザー ディ レ クトリ を

準備す る 場合に 重宝す る が 、 最近の システム で は ア カウ ン トの 発行・ ディ レ クトリ の 準備・ フ ァ イ ル の 配布

ま で 行う コマ ン ドが 完 備さ れ る よ う に なっ て き て い る 。 FreeBSD で も 、 先に 紹介した adduser コマ ン ドを

使え ば 配布ま で 自動的に 行っ て く れ る 。 配布フ ァ イ ル は 、 /usr/share/skel/ に 置い て お く 事に なっ て い

る の で 、 標準設定を 変更した り 、 新た に 設定フ ァ イ ル を 配り た い 場合に は こ こ に 置い て お く よ う す れ ば 良

い の だ が （ 勿論、 既 存の ユ ー ザー に は 手で 配布しなけ れ ば なら ない ）、 そ の 際に ドットフ ァ イ ル は .cshrc

で は なく 、 dot.cshrc の よ う な名前で なけ れ ば なら ない 。 基 本的なフ ァ イ ル は 既 に /usr/share/skel に

準備さ れ て い る の で 、 サイ トご と に 変更を 加え る 場合に は こ れ ら に 変更・ 追加を す れ ば 良い 。� �
# ls /usr/share/skel

dot.cshrc dot.mail_aliases dot.rhosts

dot.login dot.mailrc dot.shrc

dot.login_conf dot.profile

� �

B.6 フ ァ イ ル の パ ー ミ ッショ ン

フ ァ イ ル に 対して Unix で は 所有者や グル ー プ が あ る こ と を 先に 述べ た が 、 こ う した 所有者や グル ー プ

が あ る こ と の 目的は 、 そ れ ぞ れ の フ ァ イ ル に つ い て ア クセス制御が 可能に なっ て い る こ と で あ る 。 こ の ア

クセス権は 、 ３ つ の ユ ー ザー クラ スに 対して 独立に 設定で き る よ う に なっ て い る 。 ユ ー ザー クラ スは 、

u user(所有者） 　 フ ァ イ ル や ディ レ クトリ の 所有者

g group(グル ー プ ） 　 所有者と 同じ グル ー プ に 所属す る ユ ー ザ

o other(他人） 　 上記 以 外の ユ ー ザ

に 分か れ て お り 、 所有者は 自分と 同じ グル ー プ の ユ ー ザに は フ ァ イ ル に 対して 読み書き の 権限を 与え 、 他

人に 対して は 読み込みの みの 権限を 与え る よ う なこ と が 可能に なっ て い る 。

ア クセス権に は 通常次の ３ つ が 独立に 設定出来る 。

r read 　 読み込み可能

w write 　 書き 込み可能

x eXecute 　 実行可能（ ディ レ クトリ に 対して は cd 可能）

通常、 こ う した フ ァ イ ル の ア クセス権の 状態は 、 ls -l に よ っ て 表示さ れ る 。� �
-rw------- 1 kanayama staff 280 Jul 12 20:54 .rhosts

-rw-r--r-- 1 kanayama staff 856 Jul 12 20:54 .shrc

-rw-rw-r-- 1 kanayama staff 0 Jul 14 17:34 test

� �
こ の 表示の 第一 フ ィ ー ル ドに 表示さ れ て い る 文字列が ア クセス権の 状態を 表し、 全部で １０文字の 長さ を
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持っ て お り 、 最初の 一 文字目は ディ レ クトリ あ る い は フ ァ イ ル 種別（ - は 通常フ ァ イ ル 、 l は リ ン ク、 c・ ｂ は

特殊なデバ イ スに 関 係す る フ ァ イ ル ） を 表す 他は ３ 文字づ つ の 集合が ３ 回表れ 、 最初の ３ 文字は 所有者に 対

す る 、 次の ３ 文字は グル ー プ に 、 最後の ３ 文字は 他人に 対す る 状態を 表し、 そ れ ぞ れ の ３ 文字は read,write,

execute の 状態を 表示して い る 。

こ れ ら の ア クセス権の 設定に 用い ら れ る コマ ン ドが chmod で あ る 。 通常使う 際の 書式は 以 下の 通り で

あ る 。� �
chmod [-R] [-v] mode file[or directory]

� �
こ こ で 、 -R オプ ショ ン は chown,chgrpなど と 同じ く 再帰 動作を す る 。 -v オプ ショ ン は 設定さ れ た フ ァ イ ル

名を 表示す る 。 mode の 書式に は ２ 通り あ り 、 一 つ は 先の クラ スと ア クセス権の 記 号を 使っ て 設定を す る

方法で あ り 、 今ひ と つ は オクテット（ octet - oct は 8 を 意 味す る ） で 直接ア クセス権の ビ ットを 変更す る

方法で あ る 。 前者の 場合、 一 般に mode は 以 下の よ う に 書く 。� �
ユ ー ザクラ ス+ア クセス権

� �
従っ て 、 group に 対して 、 書き 込み権限 (w) を 与え る と き の mode の 指定は 、

g+w

と なる 。 クラ ス、 ア クセス権は 複数を 同時に 指定可能で 、 other,group に 対して 読み込み (r) と 実行 (x) の

権限を 与え る 場合に は 、

og+rx

の よ う に 指定す る 。 従っ て 、 test に つ い て 上記 の 設定を す る 場合は 、� �
# chmod og+rx test

� �
と なる 。 こ こ で 、 mode の 指定で は 空白を 入れ て は なら ない 。

次に オクテット指定の 場合に は 、 mode は ３ 桁の 数字で 指定し、 一 つ の 数字が 一 つ の クラ スに 対す る ア

クセス権の 設定に 対応し、 ３ 桁の 数字は 左か ら 順に 所有者、 グル ー プ 、 他人に 対す る 設定に 対応す る 。 数

字は 1,2,4 が そ れ ぞ れ 実行、 書き 込み、 読み込みに 対応し、 そ れ ら の 数の 和で 状態が 表さ れ る 。 以 下に 対応

関 係を 掲げ る 。� �
記 号表記 オクテット表記 計算式

rwx 7 1+2+4

rw 6 2+4

rx 5 1+4

r 4 4

xw 3 1+2

w 2 2

x 1 1

� �
こ れ ら の 指定が ３ つ の クラ スに 対して 指定す る の で 、 例え ば u + rwx で 、 g + rx、 o + r の 場合は 、� �

# chmod 754 test
� �
の よ う に 指定す る こ と に なる 。
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実は こ れ ら の 他に 更に 特殊なモ ー ドが あ り 、 そ れ ぞ れ SetUID, SetGID, Sticky ビ ットと 呼ば れ る モ ー ド

が あ る 。 特に 重要なも の が SetUID ビ ットで 、 こ れ は 実行フ ァ イ ル に 対して 用い ら れ る と 、 フ ァ イ ル を 実

行した 人の 権限で 実行す る の で は なく 、 フ ァ イ ル の 所有者の 権限で 実行す る 事が 出来る よ う に なる 。 つ ま

り 、 root所有の 実行フ ァ イ ル に 対して こ れ が 設定さ れ て い る と 、 一 般ユ ー ザで あ っ て も root の 権限で 動い

て しま う 訳で あ る 。 従っ て 、 す ぐ に 分か る よ う に SetUID ビ ットは システム の セキュ リ ティ に と っ て 非常

に 危 険な仕組みで あ る の で 、 注意 して 管 理す る 必要が あ る 。

こ れ ら の 特殊ビ ットを 設定す る 際に は 、 オクテット指定を 用い 、 そ れ ぞ れ 以 下の オクテットを 使う 。

• SetUID 4000

• SetGID 2000

• Sticky 1000

実際に は 、 以 下の よ う に 指定す る 。� �
# chmod 4555 /bin/mailq

# ls -l /bin/mailq

-r-sr-xr-x 5 root wheel 290448 Jun 22 12:13 /usr/bin/mailq

� �
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付 録C 環 境設定

Unix で は 、 様々 なマ シン 環 境の 設定や ア プ リ ケー ショ ン 環 境の 設定は 設定フ ァ イ ル を 通じ て 行う よ う に

なっ て い る 。 す なわ ち 、 専用ツー ル を 使う の で は なく 、 エディ タを 利用して 設定フ ァ イ ル を 編集す る こ と

で 環 境構築が なさ れ る た め に 非常に 柔軟な管 理が 可能に なっ て い る 。 こ こ で は 、 FreeBSD に お け る 主な環

境設定フ ァ イ ル と そ の 役割 に つ い て 学ぶ 。

C.1 sysinstall で の 基 本設定方法 (基 本)

先に ユ ー ザー 登録で 利用した 、 /stand/sysinstall を 使っ て あ る 程度は 基 本的な設定が 出来る よ う に なっ

て い る の で 、 初心者は 最初は sysinstall を 使う の が 良い だ ろ う 。

そ の 中で も 、 実際の 利用で 最低必要なも の が IP ア ドレ スの 設定で あ る 。 クラ イ ア ン トの PCなど で は 、

IP ア ドレ スは DHCP を 使っ て 自動的に 設定す る の が 通常で あ る が 、 サー バ など は 常に 固定した IP ア ドレ

スを 利用した い の で ( DHCP で も DHCPサー バ は なる べ く 同じ IP を 出す よ う に 努力を しま す が 、 完 全で

は あ り ま せ ん )、 設定が 必要に なり ま す 。

以 下で は 、 sysinstall を 利用した IP ア ドレ スの 設定を 紹介しま す 。� �
# /stand/sysinstall

� �
configure メ ニュ ー に 入る と 以 下の 画面と なり 、 そ の 中の Networking を 選択す る 。

次に 、 以 下の 画面の Interfaces を スペ ー スキー で 選択を しま す 。
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す る と 、 以 下の イ ン ター フ ェー スの 選択画面に なり ま す 。 こ れ は 、 IP ア ドレ スは マ シン の そ れ ぞ れ の イ

ン ター フ ェー スに 対して 与え る も の で あ る の で 、 イ ン ター フ ェー スを 選ぶ 必要が あ る か ら で す 。 以 下の 例

で は 、 lnc0 を 選ん で い ま す が 、 講習会で は xl0 に なり ま す 。

イ ン ター フ ェー スが ど う い う 名前か は 、 以 下の URL か ら 調べ ら れ ま す 。� �
http://www.jp.freebsd.org/www.FreeBSD.org/ja/releases/4.11R/hardware-i386.html#ETHERNET

� �
イ ン ター フ ェー スを 選ぶ と 、 下の よ う に IPv6 を 利用す る か 否か を 聞い て き ま す 。 通常は 、 NO で 良い で

しょ う 。
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次に 、 DHCP を 使う か 否か を 聞い て き ま す 。 今の 場合は 手動で IP を 設定した い の で 、 NO を 選び ま す 。

最終的に 、 以 下の IP ア ドレ ス設定画面に なり ま す 。 こ こ で 最低限必要な項目は 、 ホ ストの 名前、 通常使

う ゲー トウ ェイ (ル ー タの IP ア ドレ ス)、 ホ ストの IP ア ドレ ス、 Name Server(DNSサー バ ) で す 。

ゲー トウ ェイ や DNSサー バ は Windows が 利用して い る も の と 同じ も の を 利用して 構い ま せ ん 。 (Windows

で は 、 コマ ン ドプ ロ ン プ トの 中で 、 ipconfig /all と 入力す る と 表示さ れ ま す 。 )� �
>ipconfig /all

...

Ethernet adapter ロ ー カル エリ ア 接続 :

Connection-specific DNS Suffix . : wakhok.ac.jp

Description . . . . . . . . . . . : Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet

Physical Address. . . . . . . . . : 00-50-45-00-9A-42

Dhcp Enabled. . . . . . . . . . . : Yes

Autoconfiguration Enabled . . . . : Yes

IP Address. . . . . . . . . . . . : 192.168.0.48

Subnet Mask . . . . . . . . . . . : 255.255.255.0

Default Gateway . . . . . . . . . : 192.168.0.254

DHCP Server . . . . . . . . . . . : 192.168.0.200

DNS Servers . . . . . . . . . . . : 192.168.0.200� �
Unix上で こ れ を 調べ る に は 、 一 度 DHCPサー バ を 動か す 必要が あ り ま す 。
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� �
# dhclient xl0

...

# ifconfig xl0

� �
こ こ で 、 xl0 は 先の イ ン ター フ ェー ス名で す 。 DNSサー バ は 、� �

# cat /etc/resolv.conf

search wakhok.ac.jp

nameserver 192.168.0.200� �
で 分か り ま す 。 ゲー トウ ェイ は 、� �

# netstat -rn |grep default

default 192.168.0.254 UGSc 2 0 xl0� �
で 分か り ま す 。

以 上の よ う に して 、 情報が 判明した ら 、 そ れ に 応じ て 先の sysinstall の 画面で 入力を 行い 、 OK を 選択し

た 後は 、 EXIT を 使っ て sysinstall を 抜け れ ば 良い で しょ う 。 但し、 設定は 一 旦マ シン を リ ブ ー トす る 必要

が あ り ま す 。 Unix で は リ ブ ー トは 、 以 下の コマ ン ドで 出来ま す 。� �
# reboot

� �

C.2 起 動と rc フ ァ イ ル

Unix で は システム の 起 動は 、 ブ ー トシー ケン スが カー ネル を 読み込み、 カー ネル が init プ ロ グラ ム

を 起 動す る 。 起 動さ れ た init プ ロ グラ ム が 各種設定フ ァ イ ル を 起 動し、 システム が 立ち 上が る よ う に

なっ て い る 。 設定フ ァ イ ル は 、 SystemV系と BSD系で 少し違い 、 一 般に SystemV系で は /etc/rc?.d/

ディ レ クトリ 下の Sxx(xx は 数字) を 順に 実行す る こ と で 立ち 上が る （ Sxx は 主に シェル スクリ プ トで 、

実際に は /etc/init.d/へ の リ ン クが 多い ） 。 一 方、 BSD系で は 伝統的に /etc/rc や /etc/rc.localな

ど の スクリ プ トフ ァ イ ル を 起 動す る よ う に なっ て い る が 、 FreeBSD等で は こ れ ら の rc フ ァ イ ル か ら 更に

/etc/rc.i386,/etc/rc.pccard,/etc/rc.network など の スクリ プ トを 起 動す る よ う に 拡張さ れ て い る 。

こ う した 起 動スクリ プ トの 分離は 、 ア プ リ ケー ショ ン を 自動的に 組み込む た め に 考え 出さ れ た 非常に 簡 単

な方法で あ り 、 FreeBSD で は /usr/local/etc/rc.d/と /usr/X11R6/etc/rc.d ディ レ クトリ 下の スクリ

プ トを 最後に 起 動す る よ う に なっ て い る 。

FreeBSD で は こ う した 起 動フ ァ イ ル の 設定を 更に 簡 便に 行う た め に 、 起 動スクリ プ トの 環 境変数を

別の フ ァ イ ル に ま と め て い る 。 つ ま り 、 起 動スクリ プ トは 最初に こ の 環 境変数を 定義 した フ ァ イ ル を 読

み込む よ う に なっ て い る 訳で あ る 。 更に 、 こ う した 環 境変数の デフ ォル ト値を 反映 す る よ う に す る た め

に 、 最初に /etc/defaults/rc.conf を 読み込み、 そ の 後に /etc/rc.conf を 読み込む よ う に なっ て い

る 。 こ の こ と に よ っ て 、 ユ ー ザー が 独自に 加え た 変更は /etc/rc.conf に 書き 込む こ と に よ っ て 、 環

境変数が 上書き さ れ 、 システム に 反映 さ れ る 訳で 、 必要の ない （ デフ ォル トの ま ま で 良い ） 設定は 何も

しなく と も /etc/defaults/rc.conf の 設定が 生き る よ う に なっ て い る の で あ る 。 従っ て 、 ユ ー ザー は

/etc/defaults/rc.conf の 中身を 修正して は なら ず 、 必ず /etc/rc.conf に 対して 行わ なけ れ ば なら な

い 。 しか し、 実際に 設定を 行う に 当た っ て は デフ ォル ト値を 知る 必要が あ る の で 、 /etc/defaults/rc.conf

を 参照は しなけ れ ば なら ない 。

も っ と も 単純な /etc/rc.conf の 例を 下に 掲げ る 。
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� �
# This file now contains just the overrides from /etc/defaults/rc.conf

# please make all changes to this file.

# -- sysinstall generated deltas -- #

ifconfig_xl0="inet 192.168.0.10 netmask 255.255.255.0"

hostname="test.wakhok.ac.jp"

keymap="jp.106"

� �
最初の 環 境変数は 、 後に 出て く る ifconfigコマ ン ドに 渡す オプ ショ ン で 、 ネットワ ー クイ ン ター フ ェー

スボ ー ドの IP ア ドレ スと ネットマ スクを 設定して い る 。 ち なみに 、 xl0 は イ ン ター フ ェー スボ ー ドの 種類

で 、 こ の 場合は 少し古い が 3Com の 有名な 100Mbps の カー ドで あ る 。 自分が 利用して い る イ ン ター フ ェー

スボ ー ドの 名前が 知り た い 場合に は 、 dmesgコマ ン ドで システム メ ッセー ジを 見る と 良い 。� �
> dmesg | more

Copyright (c) 1992-1999 FreeBSD Inc.

Copyright (c) 1982, 1986, 1989, 1991, 1993

The Regents of the University of California. All rights reserved.

FreeBSD 3.5-RELEASE #0: Thu Jun 22 04:05:16 GMT 2000

root@monster.osd.bsdi.com:/usr/src/sys/compile/GENERIC

Timecounter "i8254" frequency 1193182 Hz

CPU: Pentium III/Pentium III Xeon/Celeron (551.25-MHz 686-class CPU)

Origin = "GenuineIntel" Id = 0x673 Stepping = 3

Features=0x383f9ff<FPU,VME,DE,PSE,TSC,MSR,PAE,MCE,CX8,SEP,

MTRR,PGE,MCA,CMOV,PAT,PSE36,MMX,FXSR,<b25>>

real memory = 134217728 (131072K bytes)

......

......

xl0: <3Com 3c905B-TX Fast Etherlink XL> port 0x1400-0x147f mem 0x40a00000-0x40a0

007f irq 11 at device 4.0 on pci0

� �
２ 番め の 環 境変数は 自ホ ストの 名前の 定義 で あ る が 、 こ れ は 後述の /etc/hosts に お け る 名前と 混同し

て は い け ない 。 通常は 、 自ホ スト名と 自分の デフ ォル トイ ン ター フ ェー ス名と は 一 致さ せ て お く よ う に す

る （ こ れ に つ い て は 後で も う 一 度述べ る ）。

３ 番目の 環 境変数は キー ボ ー ドの 種別の 定義 で あ る 。 も し、 こ れ を イ ン ストー ル 時に 定義 して お ら ず 、

日本語 106キー を 利用して い る 場合、 US101キー ボ ー ドと して しか 認識せ ず 記 号など の 入力が 難しく なる

の で 、 設定が 必要で あ る （ 設定後は リ ブ ー トが 必要）。

C.3 IP ア ドレ スと 名前解決

IP ア ドレ スは 数字で あ る の で 、 ユ ー ザー が 記 憶す る に は 面倒で あ り 、 同時に 管 理者に と っ て は IP ア ドレ

スの 移 動を ユ ー ザー に 通知して 回る の は 大変で あ る 。 ま た 、 世界的に も IP ア ドレ スで 通信を 全て 陽に 行わ

なけ れ ば なら ない と した ら 大混乱と なる で あ ろ う 。 こ の よ う に 、 ネットワ ー ク上の 通信で は IP ア ドレ スが

基 本で は あ る の だ が 、 そ れ ら を 隠 蔽す る 必要が あ る 。 こ れ は 一 般に 名前解決と 呼ば れ 、 ホ ストの 名前か ら

IP ア ドレ スを 自動的に 検索す る よ う に なっ て い る 。 世界的な規 模で こ れ を 行う の が DNS(Domain Name

Service) で あ り 、 ロ ー カル に 行う も の と して は NIS( Network Information Serivce) や NIS+など が あ る 。
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一 方、 マ シン 独自に こ う した 名前解決を 行う た め の 設定フ ァ イ ル と して /etc/hosts が あ る 。 こ の よ う に 、

複数の 名前解決の た め の 手段が あ る こ と は 便利で は あ る が 、 一 方で 混乱が 生じ る 原因 と も なり か ね ない の

で 、 管 理者は 矛盾が 生じ ない よ う に 注意 して こ れ ら の 設定を 行わ なけ れ ば なら ない 。 一 般に 、 /etc/hosts

に よ る 解決は 必要最低限に 留め る べ き で あ る 。

C.4 ディ スク管 理

C.4.1 フ ァ イ ル システム と マ ウ ン ト

Unix で は 全て の ディ スクや ネットワ ー ク上の 記 憶資源は 一 つ の ツリ ー 構造の 中に 展開さ れ る 。 ツリ ー 構

造は / を 頂点と して 、 枝分か れ して お り 、 そ れ ぞ れ の ディ スク上の フ ァ イ ル システム は 全て こ の ツリ ー 構

造の 中の ど こ か の 枝の 中に 組み込ま れ る よ う に なっ て い る 。 逆 に 、 ディ スク資源を 利用可能に す る た め に

は 、 ツリ ー 構造へ の 組み込み作業が 必要で あ り 、 こ れ を マ ウ ン トと 言う 。

現在の ディ スクの 容量・ 空き 容量や マ ウ ン ト位 置は df コマ ン ドに よ っ て 知る 事が 出来る 。� �
> df

Filesystem 1K-blocks Used Avail Capacity Mounted on

/dev/ad0s1a 99183 20439 70810 22% /

/dev/ad0s1f 3523142 377806 2863485 12% /usr

/dev/ad0s1e 1984479 2371 1823350 0% /var

/dev/ad0s1g 2927638 1976446 716982 73% /home

procfs 4 4 0 100% /proc

� �
こ こ で 、 第一 フ ィ ー ル ドの Filesystem は そ れ ぞ れ の ディ スクの パ ー ティ ショ ン を 表して い る 。 Unix で

は ディ スク資源自体の 管 理も フ ァ イ ル システム の 中に 組み込ま れ て お り 、 そ う した 資源は 全て /dev/ディ

レ クトリ で 管 理さ れ る 。 そ れ ぞ れ の 資源の 区別は 、 FreeBSD で は ad が IDE の ハ ー ドディ スクを 意 味し、

次の 0 は IDEコン トロ ー ラ の 番号、 s1 が スラ イ スの 一 番目（ DOS で は パ ー ティ ショ ン と 呼ぶ の で 混乱し

や す い が ）、 a,f,e の 英 文字が そ れ ぞ れ の パ ー ティ ショ ン を 表して い る 。 BSD系で は 、 通常、 a パ ー ティ ショ

ン は / に 、 b パ ー ティ ショ ン を プ ロ セスの スワ ップ 領域 に と り 、 c パ ー ティ ショ ン は ディ スク全体を 意 味

し、 そ れ 以 降を 通常の フ ァ イ ル システム に 取る よ う に なっ て い る （ procfs は プ ロ セスフ ァ イ ル システム と

い う 特別なも の ）。

こ の 例で は 、 そ れ ぞ れ の フ ァ イ ル システム は 簡 単に / 以 下の ディ レ クトリ に マ ウ ン トさ れ （ マ ウ ン トポ

イ ン トと い う ）、 例え ば ad0s1f は /usr に マ ウ ン トさ れ て い る 。

ど の ディ スクの ど の スラ イ スを ど こ に マ ウ ン トす る か は 、 /etc/fstab に 記 述さ れ 、 起 動時に そ の 情報

に 従っ て マ ウ ン トが 行わ れ る 。� �
# Device Mountpoint FStype Options Dump Pass#

/dev/ad0s1b none swap sw 0 0

/dev/ad0s1a / ufs rw 1 1

/dev/ad0s1f /usr ufs rw 2 2

/dev/ad0s1e /var ufs rw 2 2

/dev/ad0s1g /home ufs rw 2 2

/dev/acd0c /cdrom cd9660 ro,noauto 0 0

proc /proc procfs rw 0 0

� �
FreeBSD で は 、 こ れ ら の フ ァ イ ル は イ ン ストー ル 時に 自動的に 生成さ れ る の で 自分で 作成す る 必要は
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ない 。 ま た 、 ディ スクの 増設時で あ っ て も 、 /stand/sysinstall の Configure メ ニュ ー に あ る Fdisk と

Label メ ニュ ー か ら 半自動的に 行う 事が 出来る の で 、 管 理者が 考え なけ れ ば なら ない の は 、 マ ウ ン トポ イ

ン トと パ ー ティ ショ ン の 分け 方だ け で あ る 。 も し、 他の FreeBSD マ シン で 用い て い た ディ スクを 増設す る

場合で あ っ て も 、 Label メ ニュ ー に お い て マ ウ ン トポ イ ン トを 指定す る だ け で 良い の で 、 ディ スクの 管 理

は 比較 的に 簡 単で あ る 。

C.4.2 フ ァ イ ル システム の 異 常

も し稼働中の フ ァ イ ル システム に 異 常が あ り 、 コン ソー ル に そ う した エラ ー が 出た なら ば ハ ー ドディ スク

の 異 常を 疑 う べ き で あ る が 、 システム が 稼働中に 停電など で 落ち た 場合フ ァ イ ル システム に 矛盾が 生じ る

こ と が あ る 。 通常は 、 リ ブ ー ト時に 自動的に 修復が なさ れ る が 、 自動修復が 出来ない 場合に は 自動的に シ

ン グル ユ ー ザー モ ー ドに 落ち て 、 管 理者の 操作を 待つ 様に なっ て い る 。 そ う した 場合に は 、 異 常の あ る フ ァ

イ ル システム に 対して 、 手動で fsck に よ る 矛盾の 修正を 行わ なけ れ ば なら ない 。 例え ば 、 /dev/ad0s1g に

異 常が あ っ た と す る と 、� �
$ fsck /dev/rad0s1g

� �
と 操作す る 必要が あ る 。 (こ こ で デバ イ ス名が /dev/rad0s1g と r が ad0s1g の 前に 付い て い る の は 、 raw

device の 意 味)

こ の 場合、 修正が 必要な場合に は 管 理者に yes, no で 問い 合わ せ て く る こ と に なる 。 fsck を -p オプ ショ

ン 付き で 実行した 場合、 軽微な修正は 自動的に 行う よ う に なる が 、 こ の オプ ショ ン で 修正出来ない 異 常が

あ る 場合に は フ ァ イ ル 損傷の 可能性が あ る 。 一 方、 -y オプ ショ ン 付き で 実行す る と 、 全て の 修正を 問い 合

わ せ る こ と なく 実行す る こ と に なる の で 、 先の よ う な損傷が あ っ た 場合フ ァ イ ル は 失わ れ て しま う の で 注

意 が 必要で あ る （ 最終手段だ と い う 事）。
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付 録D FreeBSDの 第一 歩

D.1 FreeBSD の イ ン ストー ル

FreeBSD の イ ン ストー ル の 詳細に つ い て は 多く の 書籍が 出さ れ て い る の で 、 こ こ で は 簡 単に 述べ る こ と

に す る 。

D.1.1 機 器 の 選定

ま ず 、 マ シン を 準備す る 必要が あ る 。 一 般に 市販さ れ て い る も の が 全て 利用可能か ど う か は 組み込ま れ

て い る VGAカー ドや 、 ディ スク、 ネットワ ー クカー ドの 問題が あ り 、 一 概に は 言え ない が 、 簡 単に 触れ る

こ と に す る 。 詳しく は 、 http://www.jp.freebsd.org/に 掲載さ れ て い る イ ン ストー ル 対象の リ リ ー スの

リ リ ー スノ ー トを 参照して 貰い た い 。

PC/AT互換 機 が 基 本で あ る が 、 PC98 に も 移 植さ れ て い る 。 と は 言え 、 PC98 は 避け た 方が 得策で あ

ろ う 。

CPU

CPU は 、 Intel系なら ば ほ と ん ど が サポ ー トさ れ て い る 。 但し、 386SX は FPU の 関 係で 推奨さ れ て い

ない 。 そ れ 以 外の 486,Pentium系は 全て 動作し、 互換 CPU も ハ ー ドウ ェア レ ベ ル で の 互換 性を 持つ も の

なら ば 、 ほ と ん ど 動作す る 。

バ ス

ISA, EISA, PCI バ スが サポ ー トさ れ て い る が 、 PCI が 無難で あ ろ う 。

ディ スク

ハ ー ドディ スクは 通常 IDE が 用い ら れ る こ と が 多く 、 最新の E-IDEなら ば ま っ た く 問題は ない 。 フ ァ

イ ル サー バ など に 利用す る 場合に は SCSI も 良い 選択と なる 。 何故なら ば 、 多数の ハ ー ドディ スクを 増設

した 場合に は 、 IDE で は 数の 制限が あ る の と 、 パ フ ォー マ ン スの 問題が あ る か ら で あ る 。 一 般に は 、 SCSI

ボ ー ドは 個別に サポ ー トさ れ て い る の で 、 先の リ リ ー スノ ー トを よ く 読み、 利用して い る カー ドが サポ ー

ト対象か ど う か を 良く 確 認しなけ れ ば なら ない 。 ま た 、 ハ ー ドウ ェア RAIDカー ドも 一 部サポ ー トさ れ て

い る の で 、 クリ ティ カル な業務で は そ う した も の の 利用も 検討した 方が 良い 。

ディ スプ レ イ カー ド

FreeBSD を 走ら せ る だ け なら ば 、 VGAカー ドは 何で も 良い 。 しか し、 X ウ ィ ン ドウ を 利用す る 必要が

あ る なら ば 、 XFree86 で サポ ー トして い る カー ドで なけ れ ば なら ない 。 一 般に 最新の カー ドは す ぐ に は サ
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ポ ー トさ れ ない 場合が 多く 、 メ ジャ ー なカー ドを 利用した 方が 良い で あ ろ う (Nvidia あ る い は ATIなど が

良い だ ろ う )。

ネットワ ー クカー ド

最近で は 、 ほ と ん ど 100M Ether が 普通で あ る が 、 Gigabit Ether も い く つ か の カー ドに 対して サポ ー

トさ れ て い る 。 チップ セットご と に サポ ー トさ れ て い る の で 、 リ リ ー スノ ー トを 参照さ れ た い 。 メ ジャ ー

な所で は 、 Intel, 3Com, 旧 DECチップ など が 上げ ら れ る が 、 安 い RealTek,VIAチップ など も 利用可能で

あ る (但し、 サー バ 用途を 考え る なら ば 、 こ れ ら の チップ は 止め た 方が 良く 、 通常は Intelチップ が 使い や

す い )。

CD-ROM

最近の ATAPI CD-ROM は 全て サポ ー トさ れ て い る 。 SCSI CD-ROM の 場合に は 、 SCSI ボ ー ドが サ

ポ ー トさ れ て い れ ば 問題ない 。 一 方、 古い CD-ROM は サポ ー トさ れ て い ない 独自の も の が あ る の で 注意

が 必要だ が 、 よ ほ ど 古く ない 限り 問題ない で あ ろ う 。 (DVD-ROM も ATAPI モ ー ドで 使え る も の は 利用

出来る )

D.1.2 イ ン ストー ル 方法の 選択

イ ン ストー ル 方法は 、 FDD イ ン ストー ル 、 DOS イ ン ストー ル 、 CD-ROM イ ン ストー ル （ CD-ROM ブ ー

ト可能なマ シン と 、 CD-ROM が 必要） など が あ る 。 通常、 CD-ROM イ ン ストー ル なら ば 、 配布フ ァ イ ル

は 全て CD-ROM に 入っ て い る の で 、 CD-ROM の みで 全て 足り る が 、 FDD イ ン ストー ル の 場合は 、 ど こ

か ら 配布フ ァ イ ル を 取っ て く る の か に よ っ て い く つ か の 方法が 選択で き る 。 こ の 場合、 CD-ROM、 FTP、

DOS パ ー ティ ショ ン 、 NFSなど を 通じ て 配布フ ァ イ ル を イ ン ストー ル す る こ と が で き る 。 一 方、 DOS イ

ン ストー ル で は DOS か ら setup.bat を 動か す こ と で イ ン ストー ル が 出来る が 、 Windowsなど の DOS プ

ロ ン プ トか ら は 出来ず 、 本当の DOS か ら で ない と イ ン ストー ル 出来ない 。 ま た 、 DOS か ら の イ ン ストー

ル と い う 制約上、 配布フ ァ イ ル は DOS か ら ア クセス出来る デバ イ ス上に なけ れ ば なら ない が 、 こ の 条件

さ え クリ ア す れ ば FDDなしで も イ ン ストー ル が 可能で あ る の で 、 B5 ノ ー トなど で は 重宝す る で あ ろ う 。

D.1.3 フ ロ ッピ ー の 準備

先に 述べ た よ う に 様々 なイ ン ストー ル 方法が あ る が 、 こ こ で は フ ロ ッピ ー ディ スクを 用い る こ と に す る 。

海外で は 2.88M の FDD が 普及 して い る の で 、 FreeBSD で は そ れ を 標準的に サポ ー トして い る が 、 日本で

は あ ま り 普及 して い ない よ う なの で 、 1.44M フ ロ ッピ ー が ２ 枚必要で あ る 。 ま ず 、 DOS上で フ ォー マ ットし

た 上で 、 fdimage.exe や rawrite.exe など を 用い て 、 kern.flp と mfsroot.flp を フ ロ ッピ ー に 入れ る 。

こ の flp 形式の フ ァ イ ル は 、 FreeBSD の フ ァ イ ル システム を 納め た も の なの で 、 copy コマ ン ドなど で は 作

成出来ない 点に 注意 して ほ しい 。 ち なみに 、 こ れ ら の フ ァ イ ル は リ リ ー スディ レ クトリ の 下の floppies/

ディ レ クトリ に あ る 。 一 方、 上記 の ツー ル は 通常、 FreeBSD の tools/ディ レ クトリ に 用意 さ れ て い る 。 (但

し、 ノ ー トに イ ン ストー ル す る 際に は 、 ACPIなど の 関 係で FreeBSD5.x の 系統の 方が 成功率が 高い よ う

で あ る 。 )
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� �
> fdimage kern.flp a:

...

> fdimage mfsroot.flp a:

� �
ま た 、 フ ロ ッピ ー に 不良セクタなど が 存在す る と 、 完 全なフ ロ ッピ ー と なら ない の で 注意 が 必要で あ る 。

既 に 、 FreeBSDなど の Unix マ シン が 存在す る 場合に は 、 dd コマ ン ドなど で も ブ ー トフ ロ ッピ ー は 作成

可能で あ る が 、 上記 の 点に は 注意 す る 必要が あ る 。

D.1.4 イ ン ストー ル の 開始

ま ず 、 kern.flp を 入れ て ブ ー トし、 ビ ー プ 音が なっ た ら mfsroot.flp の フ ロ ッピ ー に 入れ 換 え る 。 ほ

ど なく す る と イ ン ストー ル 用の システム が 立ち 上が り 、 ま ず 最初に デバ イ スの 選択を す る た め の モ ー ドに

なる の で 、 Visual モ ー ドを 選ぶ 。 Visual モ ー ドで は 、 様々 なデバ イ スの 検索や IRQなど の 設定が 画面か

ら 出来る よ う に なっ て い る が 、 ISAカー ドを 使っ て い ない 限り ほ と ん ど 関 係が ない 。 起 動を 早く した い な

ら ば 、 記 憶デバ イ スや ネットワ ー クカー ドは 削除して お け ば 良い 。 但し、 IDE と FDD は 削除して は なら

ない 。 PCIデバ イ スは 自動設定なの で 、 削除は しなく て も 良い 。

D.1.5 イ ン ストー ル メ ニュ ー

イ ン ストー ル の た め の メ イ ン メ ニュ ー か ら イ ン ストー ル の 全て の 設定が 行なえ る 。 初心者は Norvis モ ー

ド（ 初心者モ ー ド） で 入れ る の が 最も 簡 単で あ る が 、 慣 れ れ ば Expert モ ー ドで 導入で き る よ う に なっ た 方

が 良い 。 と い う の は 、 ディ スクの パ ー ティ ショ ン の 切り 方など で は デフ ォル トで は サー バ 用途の 場合を あ

ま り 考慮して い ない か ら で あ る 。 い ず れ に せ よ 、 Options や Keyboard は 最初に 設定して お い た 方が 間 違

い が ない 。 特に 、 Options で 、 デフ ォル トで は エディ タに ee が 設定さ れ て い る が 、 サー バ の 管 理者は や は

り 伝統的なvi を 利用した ほ う が 良い で あ ろ う 。

Expert モ ー ドで 設定す る 場合重要なこ と は 、 各スラ イ スの 割 り 当て 方で 、 特に 各種の ロ グなど が 記 録さ れ

る /varなど は 思い 切っ て 大き く 取っ た 方が 良い 。 ま た 、 導入す る システム の 選択で は kernel developper

は 入れ て 置か なけ れ ば なら ない (切り 方が 分か ら ない 場合に は 、 最初に a を 押す と 、 auto で 割 り 当て る の

で そ れ を 参考に 切り 直せ ば 良い だ ろ う )。

イ ン ストー ル が 終了した ら 、 最低root の パ スワ ー ド設定や マ シン の IP ア ドレ スの 設定など は して お く

必要が あ る だ ろ う 。

D.1.6 root の パ スワ ー ドを 設定し忘れ た ら

root パ スワ ー ドを イ ン ストー ル 時に 設定し忘れ た 場合は 、 root の パ スワ ー ドなしで 設定さ れ る の で 非常に

危 険で あ る 。 ブ ー トした ら 直に passwd コマ ン ドを 用い て 設定す る よ う に しなけ れ ば なら ない 。 ち なみに 、

パ スワ ー ドを 設定した が 、 忘れ て しま っ た り した 場合は 、 あ わ て ず に ブ ー トしなお して （ Ctrl+Alt+Delete

キー で リ ブ ー トが か か る ）、 ９秒間 の 秒読みが 終わ る 前に リ ター ン キー 以 外の キー を 叩い て 、 プ ロ ン プ トに

対して 次の よ う に 入力す る こ と で シン グル モ ー ドと 呼ば れ る モ ー ドに 入る 。� �
> boot -s

� �
シン グル モ ー ドで は 、 最初に シェル の 選択を 尋ね ら れ る が 、 そ の ま ま リ ター ン を 押せ ば デフ ォル トの Born

shell と なる 。
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シン グル モ ー ドに 入っ た 当初で は 、 スラ イ スは 全て マ ウ ン トさ れ て お ら ず 、 さ ら に / スラ イ スも リ ー ド

オン リ ー に なっ て い る の で 、 書き 込みが 出来る よ う に マ ウ ン トの し直しを す る 。� �
# mount -a

� �
そ の 後、 passwd コマ ン ドで root の パ スワ ー ドを 設定しなお せ ば 良い 。� �

# passwd root

...� �
設定が 終わ れ ば 、 ^D を 押す か 、 あ る い は exit コマ ン ドを 実行して シン グル モ ー ドを 抜け る と 、 自動的

に マ ル チユ ー ザー モ ー ドで システム が 立ち 上が る 。

D.2 イ ン ストー ル 後の 設定と 変更

イ ン ストー ル が 終了し、 無事ハ ー ドディ スクか ら 立ち 上が っ た なら ば 、 そ の 後の 設定の 変更の ほ と ん ど は

/stand/sysinstall か ら 行う 事が 出来る 。 実際、 イ ン ストー ル の 際に 立ち 上が っ た イ ン ストー ル メ ニュ ー

は 、 こ の /stand/sysinstall そ の も の で あ っ た の で あ る 。

sysinstall の Configure メ ニュ ー か ら ユ ー ザー ア カウ ン トの 管 理、 グル ー プ 管 理、 ディ スク管 理など 、

ほ と ん ど の 基 本的な管 理は 行う こ と が 出来る よ う に なっ て い る が 、 実際に は 対応す る コマ ン ドを 裏で 実行

して い る だ け で あ り 、 サー バ の 管 理を 理解す る た め に も 最初は sysinstall を 用い て も 、 徐々 に コマ ン ドで

の 管 理手法に 慣 れ る よ う に しなけ れ ば なら ない 。 一 方、 イ ン ストー ル 時に 指定し忘れ た ディ ストリ ビ ュ ー

ショ ン フ ァ イ ル の 追加や 後に 述べ る パ ッケー ジの 追加は sysinstall か ら 行っ た 方が 良い で あ ろ う 。

sysinstall を 使う 際に 注意 は 、 終了後表示が 出来なく なる 場合が あ り 、 そ の 時に は 慌て ず に stty sane

と 入力す る と 元に 戻る （ こ の コマ ン ドを 実行す る ま で は 表示が 出来ない の で 、 確 実に 入力す る こ と ）。

D.3 パ ッケー ジの 追加

FreeBSDに は パ ッケー ジと 呼ば れ る 様々 なア プ リ ケー ショ ン の バ イ ナリ を 簡 単に イ ン ストー ル す る た め の 仕

組みが 用意 さ れ て い る 。 こ れ ら の う ち 、 バ イ ナリ フ ァ イ ル が 用意 さ れ て い る も の に 関 して は 、 /stand/sysinstall

か ら 全て 導入す る こ と が 出来る 。 FreeBSD4.3R か ら は 、 sysinstall も 多く の オプ ショ ン を 持つ よ う に なり 、

予め 様々 なオプ ショ ン の 設定など を 行え る よ う に なっ て い る 。

コマ ン ドレ ベ ル で は 、 pkg add, pkg info, pkg delete, pkg create,pkg update(4.3R よ り ) など が 用意 さ

れ て お り 、 sysinstall の パ ッケー ジの 追加で は こ れ ら の コマ ン ドを 裏で 実行して い る 訳で あ る 。 と は 言え

pkg add は 使わ なく と も sysinstall を 使え ば 良い の で あ る が 、 そ の 他の ３ つ の コマ ン ドに つ い て は 知っ て

お く 必要が あ る 。 一 方、 pkg update は 既 に 導入した パ ッケー ジの ア ップ デー トを す る た め の コマ ン ドで 、

パ ッケー ジの 依 存関 係を も 表示す る の で システム を ア ップ デー トす る 際に 役立つ で あ ろ う 。

D.3.1 pkg info

既 に イ ン ストー ル さ れ て い る パ ッケー ジの 情報を 見る 。 パ ッケー ジの 名前を 指定せ ず に 、 -a オプ ショ ン

を つ け る と 全て の パ ッケー ジの 情報を 表示す る 。� �
pkg_info [[-a] | [-v] [パ ッケー ジの 名前]]

� �
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パ ッケー ジで は パ ッケー ジ名と い う 名前を 用い る た め に 、 こ こ で 指定す る 名前が 違っ て い る と ま っ た く

情報が 得ら れ ない 。 そ こ で 、 通常良く 使う の が 、 grep と pkg info の -v の 組み合わ せ で あ る 。� �
# pkg_info -a | grep samba

And this also supports ‘samba cap’ed japanese filename.

Information for ja-samba-2.0.5a.2:

# pkg_info -v ja-samba-2.0.5a.2 | more

...

Packing list:

Package name: ja-samba-2.0.5a.2

CWD to /usr/local

File: man/man1/nmblookup.1.gz

Comment: MD5:77ab6507dc1f4681325988462bd15882

File: man/man1/smbstatus.1.gz

...� �
例え ば Samba を 導入した が 、 パ ッケー ジ名が 分か ら ない た め に 詳細情報を 知る こ と が 出来ない と い っ た

ケー スで 、 上の よ う に 入力す る こ と で 、 パ ッケー ジ名が ja-samba-2.0.5a.2 で あ る こ と が 検索出来た 訳で

あ る 。 次に 、 pkg info の -v オプ ショ ン を 使う 事に よ っ て ど の フ ァ イ ル が ど こ に イ ン ストー ル さ れ た か が 分

か る よ う に なっ た 。 こ う した パ ッケー ジ情報の 検索は FreeBSD で 設定を 行う 場合基 本と なる 操作で あ る 。

なお 、 最近の pkg info コマ ン ドに は 正規 表現に よ る 表示も サポ ー トさ れ る よ う に なっ た の で 、 上記 の よ

う な grep を 用い なく て も 良く なり つ つ あ る 。� �
pkg_info -x [正規 表現]

� �
も っ と も 正規 表現を 用い なく て も 、 部分文字列で も 一 致す る の で 、 簡 単に 考え て 良い 。� �

# pkg_info -Ix gtk

gtk-1.2.10_2 Gimp Toolkit for X11 GUI

gtk-1.2.8 General Toolkit for X11 GUI

gtk-engines-0.10 Theme engine for gtk+ toolkits

gtkdiff-1.0.2 A frontend program for diff(1) written for GNOME

gtkhtml-0.12.0 Lightweight HTML rendering/printing/editing engine

gtkhtml-0.7 Lightweight HTML rendering/printing/editing engine

gtkmm-1.2.3_1 C++ wrapper for gtk, a x11 graphics library

gtkmm-1.2.7 C++ wrapper for gtk, a x11 graphics library

gtkportscan-1.2 A simple port scanner that prints out open ports

linux-gtk-1.2 RPM of the Gtk lib

py-gtk-0.6.6 A set of Python bindings for GTK

rep-gtk-0.14_1 GTK+ binding for rep Lisp interpreter

� �
こ の 例で は 、 gtk が パ ッケー ジ名の 部分文字列と して 含 ま れ て い る パ ッケー ジを 表示す る 。 ち なみに 、 -I

オプ ショ ン は 一 行イ ン デックスを の み表示す る オプ ショ ン で あ り 、 -x で は こ れ を 使わ ない と 、 非常に 長い

説明が 全て 表示さ れ る 。
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D.3.2 pkg delete

導入した パ ッケー ジを 削除す る 場合に 使用す る の が pkg delete で あ る 。 パ ッケー ジで は 、 別の パ ッケー

ジを 必要と す る 場合、 こ れ を 依 存関 係と 言い 、 イ ン ストー ル 時に 自動的に 依 存関 係に あ る パ ッケー ジも 導

入して く れ る の だ が 、 削除時に は そ の パ ッケー ジが 依 存関 係を 持つ か 否か を チェックす る よ う に なっ て い

る た め に 、 他か ら 必要と さ れ る パ ッケー ジを 誤っ て 削除す る こ と が ない よ う に なっ て い る (-f を 付け る と 強

制的に 削除す る の で 注意 が 必要)。� �
pkg_delete [-v] [-d] パ ッケー ジ名

� �
他に も 多く の オプ ショ ン が あ る が 、 主に 良く 使う の は 、

-v 詳細表示

-d 空ディ レ クトリ の 削除

で あ ろ う 。

D.3.3 pkg update

パ ッケー ジを ア ップ デー トす る た め に 用い 、 依 存関 係も 報告して く れ る 。� �
pkg_update [-nv] 新しい パ ッケー ジ名

� �
-n 実行は 行わ ず 、 何が 行わ れ る か を 表示

-v 詳細な表示

例え ば 次の よ う に 使う 。� �
pkg_update -v ja-Canna-3.3.tgz

� �
依 存関 係か ら 表示さ れ る も の は 更に 導入を しなけ れ ば なら ない 。

D.4 ソー スか ら の 追加

パ ッケー ジか ら の 追加が バ イ ナリ が なく て 出来なく て も 、 FreeBSD に は ports と い う 仕組みが あ っ て 、

半自動的に ソー スか ら バ イ ナリ の 生成、 イ ン ストー ル を 行え る よ う に なっ て い る 。 実は パ ッケー ジも ソー

スも 全て CVS と い う バ ー ジョ ン 管 理ツー ル に よ っ て 管 理さ れ て お り 、 FreeBSD の カー ネル ソー スコー ド

を 始め と して 、 ほ と ん ど 全て の ソー スが 世界的に 一 貫 した 方法で 管 理さ れ て い る 。 そ の う ち ports に つ い

て は 、 /usr/ports と 呼ば れ る ディ レ クトリ に バ イ ナリ を 生成す る た め に 必要なフ ァ イ ル が 導入さ れ て い る

(なけ れ ば Distribution か ら ports を 追加して 入れ れ ば 良い )。 こ こ に は 、 全て の バ イ ナリ の ソー スが あ る

訳で は なく 、 ソー スを ど こ か ら 落して 来て 、 ど う い う パ ッチを 当て て 、 ど う や っ て コン パ イ ル す る か 、 他

の バ イ ナリ と ど う い う 依 存関 係に あ る か と 言っ た 情報が 格 納さ れ て い る 。

/usr/ports ディ レ クトリ の 下は カテゴリ ー 別に ディ レ クトリ が 分か れ 、 そ の 下に ソフ トウ ェア 毎に ディ レ

クトリ が あ る の で 、 root 権限で そ れ ら の ディ レ クトリ に 移 り 、 make を 実行す れ ば バ イ ナリ が 生成さ れ る 。� �
# cd /usr/ports/net/bind9

# make
� �
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も し、 ソー スが なけ れ ば 自動的に ダウ ン ロ ー ドして 来て く れ る 。

1. 注意

ソー スは デフ ォル トの 場所か ら 落す の で 、 遅い 場合も あ る 。 こ れ を 防ぐ に は 、 オリ ジナル の ソー スを

直近の サイ トか ら 落して 来て 、 /usr/ports/distfiles に そ の ま ま 入れ て お け ば 良い 。 フ ァ イ ル 名

など が 不明な場合に は 、 distinfo フ ァ イ ル で も 確 認出来る (本来こ の フ ァ イ ル の 役割 は 、 正しい フ ァ

イ ル か ど う か を チェックす る た め に あ る の だ が )。 こ こ に 目的の フ ァ イ ル が あ る と 、 既 に 落して い る

も の と 見なさ れ 、 次の 動作に 移 る よ う に なっ て い る (但し、 も の に よ っ て は distfiles の 下に 更に ディ

レ クトリ を ほ っ て 、 そ こ に 落して く る も の も あ る 。 こ の 場合も 、 distinfo を 見れ ば 分か る )。

最後に 、 バ イ ナリ が う ま く make 出来た 事を 確 認した ら 、� �
# make install� �

を 実行す れ ば 良い 。

ち なみに 、 ports は 刻々 と ア ップ デー トが さ れ て お り 、 最新の も の を 手に 入れ る に は cvsup など の ツー

ル を 用い て ア ップ デー トを す る 事が 出来る 。 (cvs,cvsupなど も パ ッケー ジに 入っ て い る 。 )

D.5 システム の 停止と リ ブ ー ト

稼働して い る システム を 止め る 場合に は 、 可能な限り ユ ー ザー に 知ら せ る 事が 必要で あ り 、 や む を 得な

い 場合を 除き 、 そ れ に 適した コマ ン ドを 使用す る よ う に しなけ れ ば なら ない 。 通常、 システム を 停止す る

場合に 用い ら れ る コマ ン ドは 、 shutdown, halt で 、 halt は ディ スクキャ ッシュ の 掃き 出しと 実行中プ ロ

セスへ の 通知と 停止の みしか 行わ ない の で 、 稼働して い る システム で は 出来る だ け shutdown コマ ン ドを

用い る よ う に す る 。 一 方、 リ ブ ー トの 場合に は shutdownコマ ン ドは 対応して い る が 、 halt は リ ブ ー ト目

的に は 利用で き ない の で 代わ り に rebootコマ ン ドを 用い る 。（ FreeBSD で は 、 fastboot, fasthaltコマ

ン ドが あ る が 、 こ れ ら は reboot, haltコマ ン ドと 同じ も の で あ る 。）

こ れ ら の システム の 停止や リ ブ ー トは 正規 に 行わ れ る 限り 、 ロ グに 記 録さ れ る 。 デフ ォル トで は 、 /var/log/messages

が ロ グフ ァ イ ル と して 扱 わ れ る 。

D.5.1 shutdown

shutdownコマ ン ドは 、 指定時刻に システム を 停止した り 、 リ ブ ー トを 行う 事が で き 、 同時に ロ グイ ン

ユ ー ザー や NFS ユ ー ザー へ の 通知を 行う 。 一 般的な書式は 以 下の 通り で 、� �
shutdown [-] [-h | -p | -r | -k] time [warning-message ...]

� �
そ れ ぞ れ の オプ ショ ン の 意 味は 、

-h halt す る

-p halt し、 可能で あ れ ば power off す る （ BIOS が 対応して い る 場合）

-r reboot す る

-k ユ ー ザー を 追い 出す が 、 システム は 停止せ ず マ ル チユ ー ザー システム の ま ま

- ユ ー ザー へ の 警告メ ッセー ジを 標準入力か ら 読み取る

で あ り 、 time の 書式に は 次の ２ 通り が あ る 。
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• +N N は 整数で 、 N分後に shutdown を 行う

• [yymmdd]hhmm yymmdd は 年・ 月・ 日を 指定す る が 省略す る と 現在時。 hhmm は 時（ ２ ４時）・ 分

を 指定す る 。

特に 、 後者の 形式で 年月日を 省略した 場合で 、 現在時刻以 前の 時間 を 指定す る と 、 そ の 時刻は 過ぎ て い る

と い う メ ッセー ジと 共に 無視さ れ る よ う に なっ て い る 。 従っ て 、 翌日以 降の 時間 に シャ ットダウ ン を した

い 場合に は 、 少なく と も 日付を 指定しなけ れ ば なら ない （ yymm は 現在時の も の が 補わ れ る ）。

最後に 、 ロ グイ ン ユ ー ザー へ の 警告メ ッセー ジを 指定す る こ と が 出来る が 、 省略した 場合に は シャ ット

ダウ ン 時刻が ユ ー ザー に 通知さ れ る 。

ち なみに 警告は １０時間 前か ら ユ ー ザー に 通知さ れ 始め 、 シャ ットダウ ン 時が 近づ く に つ れ 頻繁に 警告

が 出る よ う に なっ て い る 。 特に 、 停止の ５分前か 、 あ る い は ５分以 内の 停止の 場合に は 、 即座に 警告メ ッ

セー ジが 出る と と も に 、 新規 ロ グイ ン は 出来なく なる よ う に なっ て い る 。

実際の 利用方法を 掲げ る 。� �
shutdown -p +10

� �
こ の 場合、 １０分後に システム を 落と し、 電源を 切る 。� �

shutdown -r 2100
� �
２ １時０分に リ ブ ー トが か か る 。� �

shutdown -k 100910� �
現在月の １０日９時１０分に 全ユ ー ザー を 追い 出す 。

D.5.2 halt(reboot)

halt は システム の 停止に 用い ら れ 、 reboot は リ ブ ー トに 用い る 。 オプ ショ ン は 、 halt に 対して -pオ

プ ショ ン の みが 意 味が あ り 、 shutdownコマ ン ドと 同じ く 電源断ま で 可能で あ る なら ば 行う 。 通常、 halt

は shutdownコマ ン ドが 利用で き ない よ う な緊急 停止時に の み用い ら れ る 。 ま た 、 FreeBSD の haltコマ ン

ドは メ モ リ 中の ディ スクキャ ッシュ の 掃き 出し動作を 自動的に 行う よ う に なっ て い る が 、 そ の 他の Unixシ

ステム で も 同じ で あ る こ と を 期 待して は い け ない 。 従っ て 、 習慣 的に は 次の よ う に 強制的なキャ ッシュ の

書き 出しの た め の コマ ン ド sync と 組み合わ せ て 用い る 。� �
sync;sync;sync;halt

� �
こ こ で sync を ３ 回指定して い る の は 、 Unix 管 理者の 太古の 知恵で 、 通常は ２ 回で 良い と さ れ て い る と

こ ろ を 安 全を 考え て ３ 回に して い る の で あ る 。

halt を した 上で 、 再立ち 上げ を 行う た め に は rebootコマ ン ドを 用い る が 、 こ れ は ユ ー ザー が ロ グイ ン

して い ない 事が 確 実な場合で 、 メ ン テナン スの 最中など に 良く 用い ら れ る 。


